
http://japanese.beijingreview.com.cn/1  北京週報ｅ刊  2012・1     

2011年十大ニュース
国内・経済・国際
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トップ記事トップ記事

国内十大ニュース
「十二五」スタート
２０１１年は第１２次五カ年計

画（「十二五」）スタートの年であ

り、各産業計画策定の年でもある。

各産業計画は２０１２年から実施が

始まる。中央政府は現在発表されて

いる十数の産業計画のほとんどに対

し、財政、金融、税収、政策面で強

く後押ししている。この措置により

関連産業への投資が活発化するに違

いない。

共産党創立９０周年
２０１１年は中国共産党創立

９０周年にあたる。この９０年

で、中国共産党は中国人民を率い

て「①人民が主人公となって政治

に参与する新中国の成立、②社会

主義基本制度の確立と独立し比較

的整った工業体系・国民経済体系

の構築、③中国の特色ある社会主

義路線の確立」という輝かしい３

つの大事業を成し遂げた。この３

つの大事業は中華民族の前途と命

運を根底から変え、中国の歴史の

発展方向を決定づけ、中国人民が

幸福かつ無事で健康に暮らせるよ

うになっただけでなく、世界経済

の発展と人類文明の進歩にも大き

く貢献した。

第１７期６中全会開催
２０１１年１０月１５～１８日に開催された中

国共産党第１７期中央委員会第６回全体会議は、文

化体制改革の深化、社会主義文化の大発展・大繁栄

の推進に関する若干の重大問題について検討し、

「中国の文化改革発展の豊富な実践と貴重な経験を

総括し、文化体制改革の深化及び社会主義文化の大

発展・大繁栄の推進を検討・手配し、社会主義文化

建設の新たな高まりを興すことは、小康社会（やや

ゆとりのある社会）全面建設の新たな勝利を勝ち取

り、中国の特色ある社会主義事業の新局面を切り開

き、中華民族の偉大な復興を実現する上で重大かつ

深遠な意義を持つ」との認識を示した。

天宮１号ドッキング成功
２０１１年は中国宇宙事業が新たな段

階へと踏み出し、非凡な功績のあった１

年だった。ドッキング試験宇宙船の天宮

１号と神州８号との「宇宙ランデヴー」

の成功で、中国が宇宙空間ドッキング技

術を独自に完全保有する世界で３番目の

国となり、宇宙ステーション時代の扉を

開いたことが世界に証明された。

２０１１年１２月１２日、福建省廈門海

天コンテナ埠頭。「十二五」計画スター

トの年、廈門港は力強い成長を維持した

　（張国俊撮影）

２０１１年７月２日、全国先進末端党組織・優秀共産党員・優秀党務工作者代

表建党９０周年記念座談会が中南海で開催された。それに先立ち、胡錦濤氏、

習近平氏ら中央の指導者が会議に参加した代表らと会見した　（姚大偉撮影）

２０１１年１０月２５日、党の第１７期６中全会精神学習・徹底中央宣講団動員大会が北京で開催され、中国共産

党中央政治局常務委員の李長春氏が会議に出席し演説した　（丁林撮影）

２０１１年１１月１４日、神舟８号と天

宮１号が２回目のドッキングに成功した

（王建民撮影）

2

3

4

44



北京週報ｅ刊  2012・1   6    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/7  北京週報ｅ刊  2012・1     

県級・郷級選挙実施
７月から、中国各地で県級・郷級人民代表大会代表の改

選選挙が次々に行われている。これは２０１０年３月に改

正された『選挙法』施行後初の改選選挙であり、この６０年

来中国で初めて行われた都市・農村同一人口比率選挙であ

る。全国各地の選挙状況から見て、今回の選挙は有権者の知

る権利、参与権、表現権を保障し、有権者の選挙権を監督し

十分に尊重・保

障する上で、従

来から大きく前

進し、改正後の

『選挙法』は中

国の末端民主政

治を大いに推進

した。

トップ記事トップ記事

貧困救済基準引き上げ
２０１１年１１月２９日に北京で開催された

中央扶貧開発工作会議で、農民１人当たり純収入

２３００元を国が救済する貧困基準とすることが

決定した。貧困救済基準は２００９年より９２％

引き上げられ（２０１０年は変更なし）、これに

よりさらに多くの低所得人口が貧困救済範囲に入

ることになった。

空母ヴァリャーグ

試験航行
ヴァリャーグ号はもともと旧

ソ連が１９８０年代から建造を開

始した航空母艦である。１９９８

年、建造途中のまま老朽化してい

たヴァリャーグ号は中国の民間企

業に購入され、２００２年３月に

大連港に入港した。ヴァリャーグ

号は改造後中国海軍の試験訓練艦

となり、２０１１年８月１０日に

海上航行試験を行った。

汶川再建完了
２００８年５月１２日、北緯３１度、東経

１０３．４度にある四川省汶川県映秀鎮を震源地とし

て、この６０年来で最大規模の地震が発生した。この

３年間、党と国、全国人民の支援の下、被災地の人々

は悲しみを乗り越えて復旧と再建を果たし、仮設住宅

から復興住宅の新居へと移り、新しい家、新しい学

校、ひいては新しい都市で新たな生活をスタートさせ

た。２０１１年、汶川の再建がここに完了した。

高速鉄道甬温線追突事故
２０１１年７月２３日は中国鉄道関係

者にとって痛恨の一日であり、中国鉄道史

上においても悲しみに満ちた一日となっ

た。２０時３０分頃、新型高速鉄道甬温線

上海鉄道局管内の永嘉駅－温州南駅間双嶼

区間にさしかかった北京南駅発福州行き

Ｄ３０１動車組（新型高速列車）が、前

を運行していた杭州駅発福州南駅行きＤ

３１１５動車組に追突、Ｄ３０１列車の

４車両が高架橋から落下した。この事故

で４０人（７月２９日現在）が死亡、約

２００人が負傷した。

食品事件頻発
今年３月の双匯痩肉精事件、８月のウォルマート有機

豚肉偽装事件など、有名企業が相次いで食品安全性に関

わる事件を起こした。その後も地溝油（排水溝や下水溝に

たまった油を回収し再生利用した油）、毒モヤシ、回鍋油

（使い回し油）、染色マントウなど、同様の食品事件が後

を絶たない。こうした企業の中には謝罪をした企業もあっ

たが、隠蔽に忙しかった企業もあった。「民以食為天」

（民は食を以って天と為す）と言うように、中国人は最も

「食」にこだわる民族であるにもかかわらず、食の安全性

に気をもみ不安を抱えている。

２０１１年８月

１０日、海上航行

試験中の中国航空

母艦　（新華社）

２０１１年１２月６日、校舎の前で遊ぶ甘粛省積

石山バオアン族ドンシャン族サラール族自治県吹

麻灘小学校の生徒たち。同自治県では、２０１０

年から毎年財政資金を投じ、全県の児童の食費と

寄宿代、学費をすべて無料にする教育優遇政策を

実施している　（張錳撮影）

２０１１年４月１７日、

すでに完成した四川省彭

州市白鹿鎮の復興住宅　

（劉応華撮影）

２０１１年７月２４日、事故現場で救出作業

を行う救助隊員　（鞠焕宗撮影）

２０１１年１２月１０日、鄭州紫荊山広場で多くの市民を集

めた食品安全普及活動　（王頌撮影）

２０１１年１１月８日、北京市

朝陽区双井の投票所で投票する

有権者（金立旺撮影）
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トップ記事トップ記事

経済十大ニュース
インフレ抑止

中 国 社 会 科 学 院 発 表 の

『２０１１年度中国社会状況総合

調査』によると、７割近い人々が

「物価が上昇し、生活水準に影響

している」と感じており、物価

上昇が２０１１年に最も人々の

関心が集中した問題となった。

２０１１年の中央経済工作会議は

「現在は経済成長率下降圧力と物

価上昇圧力が並存している」との

認識を示し、来年の作業配置の際

に「物価のコントロール」、すな

わち引き続き総合的措置を講じ、

物価全体水準の基本的安定を維持

し、価格の再上昇を防止すること

を明確に打ち出した。

京滬高速鉄道

開通
京 滬 高 速 鉄 道 が

２０１１年６月３０日に

正式開通した。北京南駅

と上海虹橋駅とを結び、

総延長１３１８キロ、総

投資は約２２０９億元。

同鉄道の完成により、北

京－上海間の所要時間は

１０時間から５時間未満

まで短縮された。

地方政府債務問題

が顕在化
２ ０ １ １ 年 ６ 月 ２ ７ 日 、

国家審計署発表の『全国地方

政府性債務監査結果』による

と 、 ２ ０ １ ０ 年 末 現 在 、 全

国 の 地 方 政 府 の 債 務 残 高 は

１０兆７１７４億９１００万元。

このうち政府に返済責任のある債

務が６兆７１０９億５１００万元

で、６２．６２％を占める。現

在、これらの債務は返済ピークに

入っている。

ＷＴＯ加盟１０周年
今年は中国の世界貿易機関（ＷＴＯ）加盟１０周

年にあたる。この１０年で中国は大きく変貌し、中

国の対外経済貿易関係と世界における地位・役割に

も大きな変化があった。ＷＴＯのパスカル・ラミー

事務局長の言葉通り、「中国のＷＴＯ加盟はＷＩＮ

－ＷＩＮの関係をもたらした」。

２０１１年２月１５日、広西チワン族自治区南寧市浜湖路の市場で豚肉を

買う市民　(黄孝邦撮影)

２０１１年１２月１２日、京滬高速鉄道の南京南駅に入る動車組（新型高速列車）

車両　（右右撮影）

北京、中華人民共和国財政部　（康亜風撮影）

２０１１年１１月１７日、上海洋山

深水港。ＷＴＯ加盟以降、中国の貨

物貿易輸出入規模は２００１年の

５０９８億ドルから２０１０年の３兆

ドル近くまで増加。そのうち輸出は５

倍近く、輸入は４．７倍増加した

　（陳飛撮影）

1
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トップ記事トップ記事

三大金融監督管理

機関のトップ交代
１０月２９日、中国は三大金

融監督管理機関である中国銀行業

界監督管理委員会、中国証券監督

管理委員会、中国保険監督管理委

員会の責任者を同時に交代し、今

後の金融監督管理注力度について

連想が広がった。業界関係者は、

ここ数年の金融市場の急速な市場

化・国際化と比べ、今後しばらく

は金融安定の維持が中国金融業の

重点になると見ている。

個人所得税課税基準引き上げ
改正後の『中華人民共和国個人所得税法』と関連実

施条例が２０１１年９月１日から施行された。改正後

の個人所得税法はそれまでの給与所得費用控除基準、

すなわち課税基準を月２０００元から３５００元に引

き上げた。これは３５００元以下の給与所得者は個人

所得税納税対象にならないことを意味する。

人民元国際化が加速
２０１０年に中国外貨取引センターが２種類のマ

イナー通貨（マレーシアリンギとロシアルーブル）

について対人民元取引価格を打ち出したのに続き、

２０１１年６月９日、雲南省の富滇銀行が国内商業

銀行で初めて人民元とラオスキップとの取引価格を

打ち出し、中国－ラオス間の決済業務をスタートさ

せた。人民元は主要通貨との直接取引に向かって大

きく前進しつつある。

温州民営企業の苦境
信泰集団の胡福林董事長出国事件

は、温州企業の苦境を覆い隠していた

黒布を引き剥がし、中国民営経済の揺

りかごと言われた温州市で、多くの企

業が資金ショートを起こし経営が苦境

に陥っていたことが明らかになった。

温州企業のほとんどは輸出型企業であ

るため、今年の人民元高の加速や国際

市場の萎縮、国内のインフレによる人

件費コスト・原材料コスト上昇などの

影響を受け、大多数の企業が経営赤字

を出した。

中米の独占禁止協力強化
２０１１年７月２７日、中国商務部、

国家発展・改革委員会、国家工商総局と

米国司法省、連邦取引委員会は北京で、

『中米独占禁止・反トラスト協力了解覚

書』を締結した。中国の『独占禁止法』

の施行はわずか３年前の２００８年８月

１日で、『独占禁止法』関連の法律法規

はこの１～２年でようやく制定・実施さ

れたばかりだ。１００年近くの歴史を持

つ米国の反トラスト法には学ぶべきとこ

ろが多い。

６年ぶりの四半期貿易赤字
中国税関総署が２０１１年４月１０日に発表

したデータによると、中国の第１四半期貿易は

累計で１０億２０００万ドルの赤字となり、６

年ぶりに四半期貿易赤字に転じた。専門家は、

中国の輸出入はほぼバランスのとれた状態にな

り、人民元切り上げ圧力は効果的に緩和される

だろうとの見方を示した。

２０１１年５月２２日、上海の

陸家嘴金融街　（裴鑫撮影）

２０１１年７月１４日、四川省眉山市地方税務局の個人所

得税窓口で納税手続きをする市民　（姚永亮撮影）

２０１１年８月

１０日、中国銀行

連雲港支店で人民

元札を数える行員

　（王春撮影）

２０１１年１１月１４日、眼鏡フレームを生産する温州信泰集団の

従業員　（王定昶撮影）

２０１１年１１月２１日、第２２回中米合同商業貿易委員会（ＪＣ

ＣＴ会議）が成都で行われた　（李橋橋撮影）

２０１１年１１月１７日、山西省運城市万栄県

で、オーストラリア向けに輸出するリンゴを運搬

する華栄果業有限公司の作業員　（閆鑫撮影）
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トップ記事トップ記事

国際十大ニュース 
日本の野田佳彦首

相が訪中 
日本の野田佳彦首相が温家宝総

理の招待で25、26両日に中国を公

式訪問した。

中日問題専門家は「野田首相

の訪中は今年の中日交流を締めく

くる重要行事だ。両国首脳は政治

的相互信頼の深化、実務協力の推

進、国民感情の増進などの重要議

題について踏み込んで意見交換

し、来年の国交正常化40周年関連

活動の計画を立て、中日戦略的互

恵関係の将来の発展の方向性を明

らかにした」と指摘した。

胡錦濤国家主席は２０１１年１２月

２６日、人民大会堂で日本の野田佳

彦首相と会談した（劉衛兵撮影）

欧州債務危機の見通

し、憂慮に堪えず
欧州債務危機は２００９年にギリシャ

から始まった。大量の財政赤字が明らか

になったため市場が恐慌に陥り、ギリ

シャ国債は格下げされ、さらにはアイ

ルランド、ポルトガル、スペインなど

各国に影響し、欧州債務危機が全面勃

発した。２０１１年６月、イタリア政

府債務問題により危機が再燃。国際的な

信用格付け会社のスタンダード＆プアー

ズ社は１２月５日、ドイツとフランスを

含むユーロ圏１５カ国を「クレジット・

ウォッチ・ネガティブ」に入れ、「悪化

し続ける主権債務危機はユーロ圏の最も

安定した経済体にも影響しつつある」と

の認識を示した。

温家宝総理が第６回東アジア首脳会議に出席

朝鮮最高指導者の

金正日総書記が死去
２０１１年１２月１７日、視

察途中だった金正日総書記は、

過度の疲労のため特別列車内で

急性心筋梗塞の発作を起こし、

重い心臓ショックを併発。救急

措置の甲斐なく、現地時間１７

日８時３０分に死去した。

２０１１年１２月８～９日、ＥＵサミットがブリュッセルで開催さ

れ、債務危機対応策が討議された　（新華社／ロータス）

第６回東アジア首脳会議に参加した各国首脳　（李学仁撮影）

２０１０年１０月１０日、朝鮮労

働党創立６５周年記念閲兵式の前

に演壇に向かう朝鮮最高指導者の

金正日総書記　（姚大偉撮影）

迫った課題は、東アジア経済の比較的速い成長を維

持し、国民生活を改善し、力強く、持続可能かつバ

ランスのとれた世界経済の発展を後押しすること

だ」との意を表した。

２０１１年１１月１９日、温家宝国務院総理はイ

ンドネシア・バリ島で行われた第６回東アジア首脳

会議に出席し、演説を行った。温家宝総理は、「世

界金融危機のもたらした厳しい試練を前にして、東

アジア各国にとって最も関心の高い議題と最も差し

1
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南スーダ

ン共和国が

正式に成立

を宣言
２ ０ ０ ５ 年 、

数十年の内戦を経

て、スーダン南北

双方は南部の自治

を認める『包括和

平合意』に署名し

た 。 南 北 ス ー ダ

ンと国際社会の共

同 努 力 の 結 果 、

ス ー ダ ン 南 部 は

２０１１年初めに

国民投票を実施。

『包括和平合意』と

国民投票の結果に基

づき、スーダン南部

は２０１１年７月９

日に正式に分離独立を宣言し、南スーダン共和国が成立し

た。首都はジュバ。スーダン第一副大統領兼南部自治政府

大統領のサルバ・キール氏が宣誓を行い、南スーダン共和

国の初代大統領に就任した。

トップ記事トップ記事

大地震による津波で放射線物質漏出

事故が発生、複合型災害が日本を襲う
２０１１年３月１１日、日本の東北部海域でマグニチュー

ド９.０の地震が発生、巨大津波を誘発し、宮城県、岩手

県、福島県など沿海地域が壊滅的な破壊を受け、世界の多く

の国が津波の影響を受けた。１２月現在、地震による死者は

少なくとも１万５８００人、行方不明者は３５００人。地震

の影響で、福島第一原発で最高レベルである「レベル７」の

放射線物質漏出事故が起き、放射線物質が世界の多くに地域

に影響した。日本政府は２０１２年から３月１１日を「国家

災害防止日」とすることを発表した。

難民の心の「聖地」、ダダーブ難

民キャンプ
２０１１年７月２０日、国連は「深刻な干ばつがア

フリカ東北部の『アフリカの角』に住む１０００万人の

生活に影響し、ソマリア南部の２つの地域が飢饉状態に

陥った」との声明を発表した。ケニアとソマリア国境に

位置する世界最大のダダーブ難民キャンプでは、「アフ

リカの角」飢饉により難民数が激増。同難民キャンプは

１９９１年に収容人数９万人を想定して建てられたが、

現在すでに４０万近くの難民を受け入れている。

「７０億人目の赤ちゃん」
２０１１年１０月３１日早朝、フィリピンの首都

マニラで、世界で７０億人目の赤ちゃんと見られる

女児、ダニカ・カマーチョちゃんが誕生した。フィ

リピンは世界保健機関に女児の氏名と出生時間を申

第３回ＢＲＩＣ

Ｓ首脳会議が三亜で

開催
２０１１年４月１４日、第３

回ＢＲＩＣＳ首脳会議が海南省

三亜市で行われた。会議上、胡

錦濤主席は重要演説を発表し、

現在の国際情勢と重大な国際・

地域問題に対する中国の見方と

主張を述べ、今後のＢＲＩＣＳ

諸国協力を展望、さらに中国の

発展状況を紹介した。

ビンラディン、十年の

逃亡生活の果てに射殺さる  
２０１１年５月１日、米国のオバマ大統

領は「同日、米軍はパキスタンの首都イス

ラマバード付近のアボタバードで『ジャッ

クポット』作戦を決行し、『アルカイダ』

組織の指導者ビンラディンを射殺した」と

発表した。国連安全保障理事会は５月２

日、「世界のテロとの戦いにおける『決定

的進展』だ」とする議長声明を採択した。

２０１１年３月１４日、宮城県名取市で、地震と

津波で破壊された家から使える物を持ち出す現地

の住民　（新華社／ＡＦＰ）

２０１１年８月６日、バケツに腰掛けて国連が配布したビ

ニールシートを見守るソマリアの男児。「両親と一緒にダ

ダーブに家を建てる」という　（劉潺撮影）

生まれたばかりのダニカ・カマーチョちゃん

（新華社）

会議終了後、胡錦濤国家主席はブラジルのルセフ大統領、ロシアのメドベー

ジェフ大統領、インドのシン首相、南アフリカのズマ大統領とともに関連協力

文書調印式と共同記者会見に出席した　（鞠鵬撮影）

２０１１年７月９日、南スーダンの

首都ジュバで、独立記念式典に参加

する現地住民　（新華社／ＡＦＰ）

ビンラディン（資料）　（新華社）

告し、最終的にダニカちゃんが世界で７０億人目の

赤ちゃんであることが確定。これに鑑み、国連は

１０月３１日を世界人口７０億突破記念の日に指定

した。
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2
0
1
1
年
中
日
関
係
の

   
世
論
調
査
結
果

中国と日本中国と日本

●
日
本
に
対
す
る
総
体
的
な
印
象

一
般
市
民
の
対
日
好
感
度
は
あ
る
程
度
、
変

動
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
数
年
の
調
査
で
は
、
好
感

度
は
ず
っ
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
１
１
年

は
２
８
•
６
％
と
、
昨
年
よ
り
１
０
ポ
イ
ン
ト
近

く
低
下
。
学
生
や
教
師
の
好
感
度
は
こ
の
数
年
、

総
体
的
に
高
い
。
日
本
に
対
す
る
印
象
は
良
い
と

答
え
た
比
率
は
４
３
•
１
％
で
、
一
般
市
民
よ
り

１
４
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
回
っ
た
。

●
中
日
関
係
の
現
状
に
対
す
る
評
価

中
日
関
係
の
現
状
に
対
す
る
判
断　

一
般
市
民

は
現
在
の
中
日
関
係
を
よ
り
プ
ラ
ス
に
判
断
し
て

い
る
。
調
査
で
は
、
５
４
•
５
％
が
プ
ラ
ス
の
見

方
を
示
し
た
。
う
ち
、
中
日
関
係
は
非
常
に
良
い

は
２
•
５
％
、
比
較
的
良
い
は
５
２
•
０
％
。

そ
れ
に
比
し
て
、
学
生
・
教
師
の
間
で
は
「
良

い
」
は
２
２
•
６
％
に
過
ぎ
ず
、
両
国
関
係
の

現
状
に
対
し
て
回
答
を
拒
否
し
、
ま
た
は
分
か

ら
な
い
と
答
え
た
比
率
は
４
２
％
と
高
い
。
よ

り
多
く
が
中
日
関
係
を
傍
観
し
て
い
る
姿
勢
が

う
か
が
え
る
。

こ
の
１
年
の
両
国
関
係
の
変
化
の
状
況
に
対

す
る
判
断　

一
般
市
民
の
５
割
以
上
が
変
化
は
な

い
と
答
え
た
一
方
、
学
生
・
教
師
は
わ
り
あ
い
悲

観
的
だ
っ
た
。
関
係
に
「
変
化
は
な
い
」
は
一
般

市
民
で
５
０
•
９
％
、
「
良
く
な
っ
た
」
は
３
割

超
。
学
生
・
教
師
は
相
対
的
に
悲

観
的
で
、
「
良
く
な
っ
た
」
と
答

え
た
比
率
は
２
０
•
４
％
、
「
悪

く
な
っ
た
」
は
２
３
•
５
％
を
占

め
た
。

中
日
関
係
発
展
に
影
響
を
及

ぼ
す
主
要
な
要
素　

一
般
市
民

は
領
土
問
題
（
釣
魚
島
を
め
ぐ

る
紛
争
）
が
主
要
な
要
素
だ
と

考
え
て
い
る
。
５
８
•
４
％
が

両
国
関
係
の
発
展
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
の
は
「
領
土
問
題
」
の

た
め
だ
と
し
、
次
に
、
「
中
日

民
間
に
相
互
信
頼
が
欠
如
し
て

い
る
」
、
「
海
洋
資
源
を
め
ぐ

る
紛
争
」
を
挙
げ
た
。

学
生
・
教
師
が
考
え
る
主
因
は
、

「
領
土
問
題
」
が
４
２
•
８
％
、

「
中
日
民
間
に
相
互
信
頼
が
欠
如

し
て
い
る
が
４
２
•
３
％
だ
っ

た
。
次
に
、
「
海
洋
資
源
を
め

ぐ
る
紛
争
」
と
「
日
本
の
歴
史

認
識
と
教
育
問
題
」
。
ま
た
、

約
２
割
が
「
中
日
両
国
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
反
日
（
反
中
国
）
感
情
」
も
大
き
な
阻
害
要
因

と
な
っ
て
い
る
と
答
え
た
。

●
中
日
関
係
の
重
要
性
に
対
す
る
判
断

中
日
関
係
と
中
米
関
係
の
重
要
性
の
比
較　

一

般
市
民
の
半
数
超
、
５
５
•
６
％
が
「
両
者
は
同

様
に
重
要
」
と
答
え
て
お
り
、
「
中
米
関
係
は
よ

り
重
要
」
は
２
５
•
７
％
、
「
中
日
関
係
は
相
対

的
に
よ
り
重
要
」
と
認
め
た
比
率
は
１
４
•
１
％

を
占
め
た
。
学
生
・
教
師
は
中
米
関
係
の
重
要
性

を
よ
り
重
く
見
て
お
り
、
４
５
•
５
％
が
「
中
米

関
係
は
相
対
的
に
よ
り
重
要
」
と
答
え
、
「
中
日

関
係
は
よ
り
重
要
」
は
５
•
７
％
だ
っ
た
。

中
日
関
係
の
当
面
の
中
国
に
と
っ
て
の
重
要
性

　

重
要
性
は
幅
広
く
認
め
ら
れ
た
。
一
般
市
民
の

８
割
が
「
重
要
」
を
選
択
。
う
ち
１
３
•
１
％
が

「
非
常
に
重
要
」
、
７
０
％
が
「
比
較
的
重
要
」

と
答
え
た
。
学
生
・
教
師
で
は
、
両
国
関
係
は
現

在
の
中
国
に
と
っ
て
「
非
常
に
重
要
」
と
答
え
た

比
率
は
４
６
•
３
％
に
達
し
、
「
比
較
的
重
要
」

も
４
２
•
３
％
を
占
め
た
。

中
日
関
係
の
１
０
年
後
の
中
国
に
と
っ
て
の

重
要
性　

中
日
関
係
は
中
国
に
と
っ
て
依
然
重
要

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
般
市
民
の
６
０
•

１
％
が
「
非
常
に
重
要
」
、
１
５
•
９
％
が
「
非

常
に
重
要
」
と
答
え
た
。
学
生
・
教
師
で
は
、

「
非
常
に
重
要
」
が
５
割
近
く
で
４
８
•
４
％
、

「
比
較
的
重
要
」
は
３
４
•
２
％
だ
っ
た
。

●
中
日
関
係
発
展
を
推
進
す
る
施
策

中
日
両
国
間
の
戦
略
的
協
力
を
強
化
す
る

　

中
日
が
多
方
面
で
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
に

「
賛
同
す
る
」
、
「
自
然
に
ま
か
せ
る
」
と
答

え
た
の
は
、
一
般
市
民
で
４
割
を
超
え
た
。
協

力
強
化
に
賛
同
し
た
学
生
・
教
師
は
７
割
超
。

経
済
貿
易
面
で
の
協
力
が
共
通
認
識
に
な
っ
て

い
る
。
一
致
し
て
い
る
の
は
「
経
済
貿
易
面
で

の
協
力
」
。
一
般
市
民
で
は
５
２
•
６
％
、
学

生
・
教
師
で
は
３
７
•
８
％
を
占
め
た
。
一
方
、

「
教
育
」
と
「
文
化
」
面
で
の
協
力
強
化
に
つ
い

て
は
、
学
生
・
教
師
の
選
択
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ

１
３
•
５
％
、
１
６
％
だ
っ
た
。

歴
史
問
題
を
適
切
に
関
係
し
中
日
関
係
発
展

の
推
進
に
道
を
開
く　

総
体
的
に
、
こ
の
問
題
に

対
し
楽
観
的
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
る
人
は
多
い
。

一
般
市
民
で
は
４
２
•
７
％
、
学
生
を
含
む
大
学

関
係
者
で
は
３
２
•
７
％
が
「
中
日
関
係
の
発
展

に
伴
い
、
歴
史
問
題
は
時
間
を
か
け
て
解
決
さ
れ

る
」
と
の
考
え
に
賛
同
し
て
い
る
。

日
本
の
２
０
世
紀
以
降
の
歴
史
的
事
件
を
ど
の

程
度
知
っ
て
い
る
か
、
と
の
質
問
で
、
熟
知
度
が
最

高
だ
っ
た
の
は
中
国
侵
略
戦
争
だ
っ
た
。
一
般
市

民
の
７
５
•
１
％
、
学
生
・
教
師
の
９
５
•
７
％

が
「
満
州
事
変
あ
る
い
は
中
国
侵
略
戦
争
」
を
選

択
し
て
お
り
、
「
米
国
に
よ
る
長
崎
、
広
島
へ
の

原
子
爆
弾
投
下
」
は
そ
れ
ぞ
れ
４
１
•
７
％
、

９
３
•
４
％
。
３
・
１
１
を
選
ん
だ
比
率
は
、
一
般

市
民
５
５
％
、
学
生
・
教
師
で
は
８
０
・
９
％
占
め

た
。「

日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
に
対
す
る
認
識
」
の

問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
国
人
に
と
っ
て

争
え
な
い
事
実
だ
。
ま
た
、
「
日
本
の
歴
史
教
科

書
問
題
」
と
「
日
本
の
南
京
大
虐
殺
に
対
す
る
認

識
」
、
中
国
人
の
心
の
底
に
あ
る
中
日
間
の
歴
史

問
題
へ
の
痛
み
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
「
日
本

メ
デ
ィ
ア
の
中
国
に
関
す
る
報
道
」
に
学
生
・
教

師
の
３
７
•
４
％
が
強
い
関
心
を
寄
せ
た
。

中
日
指
導
者
間
の
相
互
訪
問
を
強
化
し
外
交

の
新
時
代
を
展
開
す
る　

中
国
人
の
半
数
以
上
が

中
日
首
脳
会
談
の
成
果
に
は
甚
だ
悲
観
的
だ
。

一
般
市
民
で
は
５
１
•
２
％
、
学
生
・
教
師
は

５
８
・
０
％
が
「
頻
繁
に
会
談
し
な
が
ら
、
成
果

は
は
か
ば
か
し
く
な
い
」
と
の
考
え
に
同
意
し
て

い
る
一
方
、
３
２
•
３
％
の
一
般
市
民
は
こ
の
数

年
来
の
会
談
の
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
学

生
・
教
師
で
こ
の
見
方
に
賛
同
し
た
の
は
わ
ず
か

１
０
•
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
相
対
的
に
言
っ
て
よ

り
多
く
が
、
３
１
•
４
％
が
回
答
を
拒
否
し
、
あ

る
い
は
分
か
ら
な
い
と
答
え
た
。

2
0
1
1
年
中
日
関
係
の

   
世
論
調
査
結
果

胡錦濤国家主席は１１月１２日、米ハワイ州の州都ホノルルで日本の野

田佳彦首相と会談した　（張铎撮影）

５月２１日、温家宝国務院総理は

宮城県名取市と福島県福島市の被

災地を訪問した。写真は温家宝総

理が名取市の佐々木市長に贈っ

た、四川大地震被災地の子供たち

が折った千羽鶴　（黄敬文撮影）
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中国と日本国際問題

ユ
ー
ロ
圏
ソ
ブ
リ
ン
債
危
機
の
中
国
へ
の

波
及
は
主
に
貿
易
関
係
、
為
替
リ
ス
ク
、
通
貨

安
競
争
な
ど
を
通
じ
た
も
の
だ
が
、
分
析
の
結

果
で
は
、
今
回
の
ユ
ー
ロ
圏
危
機
の
中
国
へ
の

衝
撃
は
致
命
的
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
欧
州
社
会
へ
の
長
期
的
影
響
は
過
小

評
価
で
き
な
い
。

貿
易
関
係

直
接
需
要
効
果
と
は
危
機
に
よ
り
財
政

危
機
国
家
の
輸
入
需
要
が
減
少
す
る
こ
と
で

あ
る
。
２
０
０
９
年
の
中
国
の
輸
出
総
額
は

１
兆
２
０
１
６
億
６
３
０
０
万
ド
ル
で
、
う
ち

対
Ｅ
Ｕ
輸
出
総
額
は
２
３
６
２
億
８
４
０
０
万

ド

ル

だ

っ

た

が

、

対

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｇ

Ｓ

（

ポ

ル

ト

ガ

ル

、

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

、

イ

タ

リ

ア

、

ギ

リ

シ

ャ

、

ス

ペ

イ

ン

）

輸

出

は

４
１
６
億
７
７
０
０
万
ド
ル
で
、
こ
の
年
の
中

国
輸
出
総
額
の
３
•
４
７
％
、
対
Ｅ
Ｕ
輸
出
総

額
の
１
７
•
６
４
％
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
２
０
１
０
年
は
、
中
国
の
年
間
輸

出
総
額
が
１
兆
５
７
７
９
億
３
２
２
５
万
２
０
０
０

ド

ル

、

う

ち

対

Ｅ

Ｕ

諸

国

へ

の

輸

出

は

３
１
１
２
億
３
５
４
２
万
３
０
０
０
ド
ル

だ
っ
た
が
、
対
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
輸
出
合
計
は

欧
州
債
務
危
機
の
中
国
へ
の
波
及 

梅
新
育
（
商
務
部
国
際
貿
易
経
済
合
作
研
究
院
副
研
究
員
）

一
般
市
民
は
領
土
紛
争
の
解
決
と
経
済
協
力

を
模
索
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
中
日
首
脳
会

談
が
最
も
対
応
す
べ
き
問
題
に
関
し
て
は
、
一
般

市
民
と
大
学
関
係
者
か
ら
再
び
異
な
る
声
が
聞
か

れ
た
。
前
者
は
主
と
し
て
３
つ
の
問
題
、
「
釣
魚

島
な
ど
の
領
土
問
題
」
、
次
に
「
貿
易
、
投
資
面

で
の
経
済
協
力
の
強
化
」
、
そ
し
て
「
省
エ
ネ
技

術
、
風
力
・
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
面
で
の
協
力
」
を
提
起
。
学
生
・
教
師

に
と
っ
て
関
心
が
高
い
の
は
、
「
軍
事
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
力
」
、
次
い
で
「
歴
史
問
題
」
と
「
青
少

年
交
流
な
ど
民
間
交
流
の
拡
大
」
だ
っ
た
。

中
日
間
の
民
間
交
流
を
強
化
す
る　

学
生
・

教
師
の
７
割
近
く
が
日
本
に
行
く
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
。
一
般
市
民
で
は
３
２
•
３
％
だ

が
、
６
１
•
２
％
が
「
行
き
た
く
な
い
」
と

回
答
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
６
割
近
く
が
「
言
葉

が
通
じ
な
い
」
を
挙
げ
、
次
に
「
費
用
が
高
い
」
が

４
５
•
５
％
だ
っ
た
。
異
な

る
の
は
、
大
学
関
係
者

が
選
択
し
た
の
は
「
日

本
に
行
っ
て
も
魅
力
は

味

わ

え

な

い

」

で

、

５
７
•
１
％
。
「
福
島

原
発
事
故
後
の
放
射
能

汚
染
」
も
日
本
に
行
く

上
で
心
理
的
な
障
害
と

な
っ
た
。
一
般
市
民
で

３
８
•
３
％
、
学
生
で

３
１
•
７
％
。
ま
た
、

「
日
本
と
中
国
の
間
に

存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問

題

」

も

学

生

・

教

師
が
選
択
し
た
中
で
比

較
的
重
要
な
誘
引
で
、

４

２

•

１

％

を

占

め

た
。両

国
の
民
間
交
流
の
増

進
が
両
国
関
係
を
改
善
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

８
割
近
く
が
肯
定
し
た
。

学
生
・
教
師
の
５
割
近
く

が
「
非
常
に
重
要
」
だ
と

答
え
て
お
り
、
「
比
較
的

重
要
」
は
３
１
•
６
％
。
一
方
、
一
般
市
民
で
は

６
割
近
く
が
「
比
較
的
重
要
」
、
「
非
常
に
重

要
」
は
約
２
割
だ
っ
た
。

「
文
化
面
で
の
交
流
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
間
の
交

流
」
は
、
中
国
人
の
目
に
は
最
も
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
交
流
活
動
だ
と
映
っ
た
よ
う
だ
。
学
生
・

教
師
の
５
割
近
く
が
「
文
化
交
流
」
を
最
も
重

視
。
ま
た
「
メ
デ
ィ
ア
同
士
の
交
流
」
も
一
般
市

民
で
は
３
３
•
９
％
、
学
生
で
は
３
１
•
２
％
が

重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

●
中
国
と
日
本
の
経
済
関
係

中
国
人
の
大
半
は
日
本
経
済
の
発
展
は
中
国

に
プ
ラ
ス
だ
と
認
め
て
い
る
。
６
３
•
５
％
が
日

本
経
済
の
発
展
は
中
国
に
プ
ラ
ス
か
つ
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
お
り
、
学
生
・
教
師
の
間
で
は
こ
う

し
た
考
え
の
比
率
は
６
８
•
９
％
を
占
め
た
。
同

時
に
、
彼
ら
に
比
べ
一
般
市
民
は
、
日
本
経
済
の

発
展
は
中
国
に
と
っ
て
一
種
の
脅
威
だ
と
す
る
考

え
方
が
強
く
、
そ
の
比
率
は
２
５
•
５
％
と
、
学

生
・
教
師
の
１
５
•
９
％
を
１
０
ポ
イ
ン
ト
近
く

上
回
っ
た
。

●
中
日
関
係
の
将
来

楽
観
的
な
姿
勢
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
一

般
市
民
で
４
割
前
後
、
学
生
・
教
師
で
は
３
割

超
が
傍
観
す
る
こ
と
を
選
択
。
こ
の
比
率
は
昨

年
の
調
査
に
比
べ
る
と
約
２
０
％
低
下
し
た
。

そ
れ
が
示
す
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
は
躊

躇
、
傍
観
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
発
展
に

つ
い
て
も
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
と
く
に
学
生
・

教
師
の
間
で
こ
の
比
率
は
３
１
•
３
％
と
か
な

り
高
い
。

７月１４日夜、「中国北京小大使歓迎会」が駐日中国大使館で開催された

　（関賢一郎撮影）

５
７
７
億
８
０
５
１
万
５
０
０
０
ド
ル
で
、
輸
出
総

額
の
３
•
７
％
を
占
め
、
対
Ｅ
Ｕ
輸
出
で
は
１
８
•

６
％
だ
っ
た
。
上
記
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
、
イ
タ
リ

ア
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
な
ど
Ｅ
Ｕ
経
済
大

国
が
崩
壊
し
な
い
限
り
、
ユ
ー
ロ
圏
危
機
の
中
国
輸

出
需
要
に
対
す
る
直
接
減
少
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

し
か
も
、
上
記
の
財
政
危
機
国
家
や
財
政

危
機
に
陥
り
そ
う
な
国
へ
の
輸
出
の
う
ち
、
か

な
り
の
部
分
は
中
継
貿
易
か
（
特
に
ギ
リ
シ
ャ

と
イ
タ
リ
ア
）
、
観
光
客
に
よ
る
消
費
（
特
に

ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
で
あ
る
。
危
機
に

よ
っ
て
こ
の
部
分
の
需
要
が
直
接
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
な
い

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
間
接
的
な
需
要
減
少
効
果
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
国
は
巨
額
の
財
政
資
金
を
拠

出
し
て
財
政
危
機
国
家
支
援
に
加
わ
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
分
国
内
需
要
が
減
少
し
て
い
る
の

だ
。
特
に
一
部
の
消
費
財
需
要
が
減
少
す
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
国
自
体
が
危
機
に
陥

ら
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
間
接
的
な
需
要
減
少

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

こ
の
ほ
か
、
ユ
ー
ロ
圏
ソ
ブ
リ
ン
債
危
機
の

中
国
輸
出
産
業
へ
の
打
撃
緩
和
に
役
立
つ
と
見

ら
れ
る
要
素
が
２
つ
あ
る
。

２０１１年１２月６日、ベ

ルギーの首都ブリュッセル

で、「ｅｕｒｏｐａ」と書

かれた窓に映るＥＵとユー

ロのマークつき垂れ幕 

（周磊撮影）
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国際問題 国際問題  

ま
ず
１
つ
目
は
、
国
内
市
場
が
巨
大
で
あ
る
こ

と
だ
。
１
９
７
０
年
代
以
来
、
中
国
国
内
卸
売
・

小
売
市
場
の
対
輸
出
規
模
は
全
体
的
に
縮
小
に
向

か
い
、
１
９
７
２
年
は
輸
出
総
額
の
１
１
•
７
４

倍
相
当
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
８
•
４
６
倍
、

２
０
０
７
年
に
は
８
１
％
ま
で
下
が
り
、
建
国
以

来
最
低
と
な
っ
た
。
し
か
し
２
０
０
８
年
か
ら

は
こ
れ
が
逆
転
し
た
。
２
０
０
９
年
の
中
国
の
年

間
社
会
消
費
財
小
売
総
額
は
１
２
兆
５
３
４
３
億

元
に
達
し
、
そ
の
う
ち
貿
易
可
能
品
の
卸
売
・

小
売
業
は
そ
の
年
の
中
国
貨
物
貿
易
輸
出
総
額

の
１
２
８
％
に
相
当
、
中
国
国
内
卸
売
・
小
売

市
場
の
対
輸
出
規
模
は
再
び
１
０
０
％
以
上
に

な
っ
た
。
２
０
１
０
年
、
社
会
消
費
財
小
売
総
額

の
価
格
要
素
を
排
除
し
た
実
質
成
長
率
は
同
期

比
１
４
•
８
％
と
な
り
、
消
費
財
小
売
総
額
は

１
５
兆
６
９
９
８
億
４
０
０
０
万
元
に
ま
で
達
し

た
。２

つ
目
は
、
中
国
の
経
済
発
展
レ
ベ
ル
が
低

く
、
国
内
産
業
の
資
産
専
用
性
が
低
く
、
適
応

性
が
強
か
っ
た
が
故
に
、
多
く
の
輸
出
製
品
生

産
企
業
と
労
働
力
が
国
内
市
場
向
け
の
別
の
製

品
の
生
産
に
転
じ
や
す
く
、
国
内
総
需
要
の
拡

大
に
適
応
し
て
す
ぐ
に
生
産
方
向
の
転
換
が
で

き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
多

く
の
企
業
が
国
内
市
場
を
開
発
す
る
こ
と
で
外

部
か
ら
の
打
撃
を
う
ま
く
や
り
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。

為
替
リ
ス
ク 

為
替
リ
ス
ク
効
果
は
ま
ず
中
国
の
対
外
資
産
、

特
に
外
貨
準
備
高
の
減
少
と
な
っ
て
表
れ
、
次
に

輸
出
企
業
の
輸
出
収
益
の
減
少
と
し
て
表
れ
る
。

ユ
ー
ロ
安
は
中
国
の
外
貨
準
備
高
に
お
け
る
ユ
ー

ユ
ー
ロ
決
済
を
行
っ
て
い
る
中
国
輸
出
企

業
に
と
っ
て
ユ
ー
ロ
安
は
収
益
の
縮
小
を
招
く

が
、
ユ
ー
ロ
圏
各
国
が
域
外
貿
易
に
ユ
ー
ロ
決

済
を
用
い
る
割
合
は
高
く
は
な
い
。
ユ
ー
ロ
圏

の
貨
物
輸
入
の
う
ち
ユ
ー
ロ
決
済
は
近
隣
諸
国

や
Ｅ
Ｕ
、
ま
た
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
国
と
制
度
的

取
り
決
め
の
あ
る
国
、
特
に
ユ
ー
ロ
圏
各
国
の

旧
植
民
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
貨
物
輸
入
の
う
ち

ユ
ー
ロ
決
済
の
割
合
は
低
く
、

欧
州
中
央
銀
行
の
２
０
０
７
年

『
ユ
ー
ロ
の
国
際
的
地
位
』
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
例

に
取
り
、
貨
物
輸
入
の
う
ち
ド

ル
決
済
比
率
が
高
い
理
由
を
中

国
や
産
油
国
か
ら
の
輸
入
比
率

が
高
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

中
国
側
も
、
入
手
可
能
な
デ
ー

タ
に
よ
る
と
こ
こ
数
年
の
対
外

貿
易
決
済
の
８
０
％
以
上
が
ド

ル
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ユ
ー
ロ
圏
に
対
す
る
輸
出
も
例

外
で
は
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ユ
ー
ロ

安
に
よ
り
ユ
ー
ロ
圏
の
輸
出
競

争
力
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
ド
イ

ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
貨
物
貿
易
輸

出
が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
最
も

大
き
く
、
次
に
恩
恵
を
被
る
の

は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
な
ど
南
欧
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｇ

Ｓ
各
国
の
観
光
業
だ
。
こ
の
ほ

か
、
多
少
な
り
と
も
ユ
ー
ロ
と

連
動
し
て
い
る
国
の
輸
出
競
争

力
も
利
益
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

ま
た
理
論
的
に
は
、
危
機
の
発
生
以
降
、
関
連
各

国
が
本
国
の
輸
出
を
促
進
し
、
隣
国
を
犠
牲
に
し

て
自
国
の
利
益
を
図
り
早
急
に
危
機
を
脱
し
よ
う

と
通
貨
安
競
争
を
始
め
る
可
能
性
も
あ
る
。
現

在
、
約
４
０
カ
国
が
ユ
ー
ロ
を
そ
の
為
替
レ
ー
ト

の
不
換
紙
幣
と
し
て
い
る
か
、
ユ
ー
ロ
を
ペ
ッ
グ

通
貨
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外

領
土
や
バ
チ
カ
ン
、
ア
ン
ド
ラ
な
ど
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
未

加
盟
の
欧
州
の
小
国
を
含
む
合
計
５
０
カ
国
・
地

域
の
為
替
レ
ー
ト
制
度
も
ユ
ー
ロ
と
関
連
し
て
い

る
。
し
か
も
、
為
替
レ
ー
ト
制
度
の
う
ち
ユ
ー
ロ

導
入
国
・
地
域
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
地
縁
特
性

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
Ｕ
近
隣
国
か
、
Ｅ
Ｕ
ま

た
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
国
と
制
度
的
取
り
決
め
の
あ

る
国
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
の
輸
出
産
業
と
Ｅ

Ｕ
、
ユ
ー
ロ
関
連
国
と
の
間
に
は
輸
出
産
業
競
争

が
少
な
く
、
中
国
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
打
撃
は
な

い
だ
ろ
う
。

直
接
投
資

直
接
投
資
分
野
で
は
、
危
機
は
中
国
の
外

資
利
用
に
対
し
二
重
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
１
つ

は
親
会
社
の
危
機
に
よ
る
投
資
引
き
上
げ
で
、

も
う
１
つ
は
母
国
市
場
が
衰
退
し
中
国
国
内
市

場
が
拡
張
し
た
こ
と
に
よ
る
中
国
へ
の
投
資
拡

大
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
後
者
の
影
響
の
ほ

う
が
大
き
い
は
ず
だ
。
し
か
し
一
部
の
欧
州
を

背
景
と
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・

フ
ァ
ン
ド
な
ど
は
そ
の
活
動
の
速
度
を
落
と
す

だ
ろ
う
。

中
国
の
対
外
投
資
に
対
し
て
も
二
重
の
影
響
が

あ
る
。
１
つ
は
危
機
に
よ
っ
て
一
部
の
在
欧
州
中

国
資
本
企
業
に
欠
損
が
生
じ
、
国
内
の
親
会
社
に

そ
の
累
が
及
ぶ
こ
と
だ
。
中
国
企
業
の
欧
州
で
の

直
接
投
資
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
ま
だ

ユ
ー
ロ
圏
危
機
に
よ
る
企
業
の
連
鎖
倒
産
リ
ス
ク

が
発
生
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
欧
州
の
中
国

企
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
だ
ろ
う
が
、
中
国

政
府
が
十
分
に
関
心
を
払
い
難
関
を
突
破
す
る
の

を
手
助
け
す
る
必
要
が
あ
る
程
度
に
と
ど
ま
る
と

見
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
今
回
の
危
機
は
中
国
企

業
に
欧
州
の
流
通
段
階
な
ど
へ
の
参
入
や
Ｅ
Ｕ
へ

の
輸
出
効
果
・
利
益
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
た

ら
し
、
欧
州
各
国
政
府
の
中
国
企
業
へ
の
態
度
も

よ
り
積
極
的
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

中
長
期
的
影
響

長
期
的
に
見
る
と
、
今
回
の
危
機
は
Ｅ
Ｕ
の

脆
弱
性
と
行
動
力
不
足
を
十
分
に
露
呈
し
た
。

欧
州
の
人
口
高
齢
化
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
国
際

的
地
位
は
全
体
的
に
下
が
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
西
欧
で
人
口
が
最
も
急
増
し
人
口
構
造

が
最
も
若
い
人
々
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
移
民
で
、

「
Ｅ
ｕ
ｒ
ａ
ｂ
ｉ
ａ
」
と
い
っ
た
呼
び
名
ま
で

生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
潜
在
的
危
機
も
軽
視
で

き
な
い
。

中
期
的
に
注
目
す
べ
き
は
失
業
問
題
だ
。

長
年
、
Ｅ
Ｕ
の
失
業
問
題
は
同
じ
先
進
国
で
あ

る
米
国
よ
り
深
刻
な
状
態
が
続
き
、
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
危
機
以
降
は
緩
和
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
圏
の
失

業
率
は
２
０
０
９
年
４
月
に
９
•
２
％
（
失
業

者
１
４
６
０
万
人
）
に
達
し
、
１
９
９
９
年
９

月
以
来
の
最
高
水
準
と
な
り
、
Ｅ
Ｕ
２
７
カ
国

の
失
業
者
数
は
２
０
８
２
万
５
０
０
０
人
、
失

業
率
は
８
•
６
％
に
達
し
た
。
そ
れ
か
ら
２
年

余
り
た
っ
た
今
も
、
欧
州
の
就
業
・
雇
用
状
況

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て

悪
化
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
統
計
局
と
欧
州

委
員
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
２
７
カ
国
の

２
４
歳
以
下
の
青
年
の
平
均
失
業
率
は
２
０
•

５
％
で
、
５
０
０
万
人
の
若
者
が
仕
事
を
見
つ

け
ら
れ
ず
に
い
る
。
「
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
」
（
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
）
の
青
年
失
業
率
は
す
で
に

２
７
％
、
２
７
％
、
２
８
％
、
３
８
•
５
％
、

４
７
％
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
欧
州
経
済
の

「
模
範
生
」
ド
イ
ツ
で
す
ら
、
失
業
率
は
９
•

１
％
も
あ
る
。
し
か
も
、
Ｅ
Ｕ
各
国
が
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
政
府
支
出
削
減
は
ソ
ブ
リ
ン

債
危
機
対
応
に
必
須
で
あ
る
も
の
の
、
短
期
的

に
は
就
業
・
雇
用
状
況
を
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ

る
。
欧
州
が
こ
う
し
た
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状

況
を
脱
す
る
に
は
強
い
行
動
力
が
必
要
だ
が
、

欧
州
に
足
り
な
い
の
は
ま
さ
に
そ
の
行
動
力
な

の
だ
。

今
回
の
経
済
危
機
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

青
年
人
口
の
大
量
失
業
に
は
、
欧
州
社
会
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
る
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
。

こ
の
２
年
、
欧
州
各
国
で
は
大
規
模
な
デ
モ
行

動
が
起
き
て
お
り
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
都

市
で
は
深
刻
な
騒
乱
ま
で
発
生
し
、
今
回
の
危

機
の
社
会
に
対
す
る
悪
影
響
が
表
面
化
し
始
め

て
い
る
。
特
に
失
業
青
年
の
中
に
は
高
学
歴
失

業
者
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
教
育
の

た
め
に
支
払
っ
た
費
用
が
高
い
ほ
ど
そ
の
見
返

り
に
対
す
る
期
待
も
高
く
な
り
、
失
業
時
の
挫

折
感
と
憤
懣
も
そ
れ
だ
け
強
く
な
る
。
ま
た
高

い
教
育
に
よ
り
彼
ら
は
広
い
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
力
と
扇
動
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
人

口
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
に
欧
州
各
国
は
退

職
年
齢
を
引
き
上
げ
た
が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
若

者
の
就
業
機
会
を
狭
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

２０１１年９月２日、広東省汕頭の玩具企業で、リモコンカーの色づけ作業をする作

業員 （盧漢欣撮影）

ロ
資
産
の
縮
小
を
招
く
が
、
こ
う
し
た
縮
小
は
含

み
損
に
す
ぎ
な
い
。
中
国
の
外
貨
準
備
高
規
模
は

巨
大
で
、
「
満
期
保
有
」
戦
略
を
取
っ
て
お
り
、

実
際
に
ユ
ー
ロ
資
産
保
有
量
を
大
量
に
放
棄
す
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
含
み
損
は
お
お
む
ね

紙
面
上
の
意
義
し
か
な
く
、
実
際
に
損
失
が
発
生

す
る
こ
と
は
な
い
。
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国際問題 国際問題  

２
０
１
１
年
は
国
際
金
融
危
機
の
「
余
震
」

が
絶
え
ず
、
国
際
情
勢
で
は
「
乱
」
、
「
変
」
、

「
険
」
と
い
っ
た
現
象
が
際
立
っ
た
。
各
地
で
情
勢

が
混
乱
し
、
変
化
が
激
し
く
、
危
険
な
兆
候
に
取
り

囲
ま
れ
た
よ
う
な
１
年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象

を
通
し
て
本
質
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る

の
は
、
国
際
秩
序
の
新
陳
代
謝
が
行
わ
れ
転
換
期
を

経
て
新
た
な
秩
序
を
生
み
出
す
た
め
の
「
陣
痛
」
で

あ
る
。

【
特
徴
１
】

先
進
国
経
済
の
冷
え
込
み
と
発
展
途
上
国
経
済

の
好
況
と
が
同
時
に
進
行
し
、
欧
米
ソ
ブ
リ
ン
債
務

危
機
に
よ
り
世
界
経
済
の
回
復
が
妨
げ
ら
れ
た
。
欧

州
だ
け
で
な
く
米
国
で
も
債
務
危
機
が
発
生
。
米
国

は
債
務
上
限
を
２
兆
１
０
０
０
億
ド
ル
に
引
き
上
げ

て
債
務
不
履
行
を
回
避
し
た
が
、
米
国
債
信
用
は
初

め
て
格
下
げ
さ
れ
た
。
欧
州
債
務
危
機
は
引
き
続
き

悪
化
し
、
危
機
対
応
の
「
集
団
行
動
」
は
遅
れ
、
効

果
が
低
く
、
無
力
だ
っ
た
。
欧
米
経
済
が
困
難
を
脱

す
る
に
は
財
政
緊
縮
と
福
利
削
減
が
急
務
だ
が
、
与

野
党
の
対
立
と
民
意
の
不
満
に
制
約
さ
れ
、
経
済
成

長
は
力
強
さ
を
欠
い
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
先
進
経
済
体
の

２
０
１
１
年
成
長
率
を
わ
ず
か
１
•
６
％
だ
と
し
て

い
る
。

一
方
で
世
界
経
済
回
復
を
支
え
る
「
新
鋭
軍
」

に
な
っ
た
の
が
新
興
経
済
体
だ
。
新
興
経
済
体
は

旺
盛
な
内
需
と
途
上
国
ど
う
し
の
「
南
南
貿
易
」

な
ど
に
よ
り
比
較
的
高
い
成
長
を
実
現
し
、
今
年

の
成
長
率
は
６
•
４
％
を
実
現
、
中
国
は
さ
ら
に

高
く
９
％
以
上
に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
。
新
興
経

済
体
の
頑
張
り
に
よ
り
、
世
界
経
済
は
「
二
番

底
」
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は

２
０
１
１
年
の
世
界
経
済
成
長
率
を
４
％
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
先
進
経
済
体
が
自
国
の
利
益
を

優
先
し
て
金
融
緩
和
政
策
を
進
め
、
保
護
主
義
に

よ
っ
て
危
機
を
対
外
転
嫁
し
た
た
め
、
新
興
経
済

体
に
圧
力
が
加
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
巻
き
添
え

を
食
っ
て
成
長
が
鈍
化
し
た
。

２
０
１
２
年
の
展
望

世
界
経
済
回
復
に
は
不
確
定
性
が
満
ち
、
先

進
経
済
体
は
低
成
長
、
発
展
途
上
経
済
体
は
高

度
成
長
と
い
う
「
二
速
成
長
」
状
態
が
続
く
だ

ろ
う
。

【
特
徴
２
】

世
界
規
模
の
社
会
政
治
抗
争
の
波
が
再
三
起

こ
っ
た
。
国
際
金
融
危
機
の
「
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
」

（
波
及
）
効
果
が
際
立
ち
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と

欧
米
の
２
つ
の
地
域
で
社
会
政
治
危
機
が
誘
発
さ
れ

た
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
「
革
命
」
が
勃

発
し
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
エ
メ
ン
で
政

権
交
代
が
あ
っ
た
。
西
側
列
強
は
こ
の
機
に
乗
じ
て

リ
ビ
ア
内
戦
に
干
渉
し
、
カ
ダ
フ
ィ
は
非
業
の
死
を

遂
げ
た
。
ま
た
シ
リ
ア
当
局
の
内
外
圧
力
が
高
ま
っ

た
。
中
東
の
政
治
情
勢
と
権
力
構
造
が
激
変
し
、
親

米
勢
力
が
衰
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
さ
ら
に
孤
立
、
ト

ル
コ
と
イ
ラ
ン
の
影
響
が
増
大
し
た
。
金
融
危
機
も

欧
米
社
会
の
矛
盾
と
過
激
思
想
の
台
頭
を
引
き
起
こ

し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
過
激
分
子
が
大
量
殺
人
を
犯

し
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
爆
発
騒
乱
事
件
が
発
生
、
米
国

で
は
「
ウ
ォ
ー
ル
街
を
占
拠
せ
よ
」
を
合
言
葉
に
し

た
デ
モ
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

２
０
１
１
年
は
「
世
界
が
怒
り
に
満
ち
た
年
」

で
あ
り
、
今
世
界
に
存
在
し
て
い
る
３
つ
の
社
会
矛

盾
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
（
１
）
貧
富
の
二
極
分

化
。
金
融
危
機
に
よ
り
中
産
階
級
の
財
産
が
減
り
、

庶
民
に
強
い
被
剥
奪
感
が
生
ま
れ
、
鬱
憤
を
吐
き
出

す
た
め
に
抗
争
に
走
り
や
す
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、

「
ウ
ォ
ー
ル
街
を
占
拠
せ
よ
」
を
合
言
葉
に
し
た

デ
モ
の
対
象
は
米
国
金
融
資
本
と
不
平
等
だ
っ
た
。

（
２
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
、
公
平
化
が
大
勢

の
向
か
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
硬
直
化
し
た
従
来
体
制

の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
の
「
強
権
政
治
」
と
「
権
力
者
一
族
に
よ
る
国
の

重
要
ポ
ス
ト
占
有
」
が
破
綻
し
、
欧
米
の
「
権
貴
民

主
」
の
積
も
り
に
積
も
っ
た
古
く
か
ら
の
弊
害
が
表

面
化
し
た
。
そ
の
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
メ
デ
ィ
ア
や

非
国
家
行
為
体
が
騒
ぎ
立
て
る
こ
と
も
あ
っ
て
一
国

の
動
乱
が
他
国
に
伝
わ
り
広
が
り
や
す
く
な
っ
た
。

（
３
）
人
口
構
造
と
就
業
・
雇
用
構
造
の
不
均
衡
に

よ
る
世
代
間
・
階
級
間
矛
盾
の
激
化
。
世
界
の
人
口

が
７
０
億
を
突
破
し
、
若
者
の
長
期
失
業
が
普
遍
的

現
象
に
な
り
、
「
怒
れ
る
若
者
た
ち
」
が
世
界
的
な

難
題
に
な
っ
た
。

２
０
１
２
年
の
展
望

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
政
治
体
制
変
動
が

あ
っ
た
国
々
の
再
建
任
務
は
重
く
、
国
内
外
の

各
勢
力
も
依
然
複
雑
な
競
争
を
繰
り
広
げ
る
と

見
ら
れ
、
「
新
中
東
」
は
変
数
に
満
ち
た
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
欧
米
社
会
の
対
立
も
再

び
激
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
特
徴
３
】

国
際
戦
略
構
造
の
均
衡
化
に
よ
り
、
新
興
大
国

と
西
側
大
国
と
い
う
２
大
陣
営
間
の
競
争
が
生
ま
れ

た
。
新
興
大
国
の
経
済
成
長
率
は
西
側
大
国
の
数
倍

に
も
あ
た
り
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
着

実
に
拡
大
し
た
が
、
西
側
大
国
の
ほ
う
は
複
合
型
経

済
社
会
危
機
に
陥
り
、
主
導
的
地
位
が
低
下
し
た
。

西
側
大
国
と
新
興
大
国
と
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
ど

ち
ら
か
が
強
く
な
れ
ば
一
方
が
弱
く
な
る
。
そ
の
た

め
ど
ち
ら
の
陣
営
も
形
勢
を
有
利
に
運
ぶ
べ
く
戦
略

の
転
換
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｇ
８
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
を

基
盤
と
し
た
西
側
大
国
と
、
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
と

「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
を
基
盤
と
し
た
新
興
大
国
と
い

う
２
大
陣
営
は
、
次
の
３
つ
の
議
題
を
め
ぐ
っ
て

激
し
い
駆
け
引
き
を
展
開
し
、
対
立
し
て
い
る
。

（
１
）
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
変
局
。
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
」
は
国
家
主
権
の
擁
護
と
内
政
不
干
渉
を
堅
持
し

て
い
る
が
、
欧
米
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第

１
９
７
３
号
を
濫
用
し
、
過
度
に
武
力
を
行
使
し
て

リ
ビ
ア
内
戦
に
介
入
し
、
「
保
護
責
任
」
と
「
人
権

は
国
家
主
権
よ
り
重
い
」
と
い
う
考
え
を
振
り
か

ざ
し
て
「
新
中
東
」
の
主
導
を
目
論
ん
で
い
る
。

（
２
）
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
専
務
理
事
の
人
選
と
増
資
。
西
側

は
主
導
的
な
立
場
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
共
同
で
世
界
経
済
管
理
に
お
け
る
発
言
権

を
拡
大
し
た
。
（
３
）
気
候
変
動
対
応
。
「
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｃ
」
は
『
京
都
議
定
書
』
の
延
長
と
先
進
国
の

「
第
二
約
束
期
間
」
排
出
削
減
目
標
履
行
を
主
張
し

た
が
、
先
進
国
は
そ
の
責
任
を
極
力
回
避
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
の
展
望

２
大
陣
営
の
競
争
が
多
く
の
面
で
展
開
さ

れ
、
新
興
大
国
は
共
同
で
西
側
大
国
の
経
済
危

機
対
外
転
嫁
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
特
徴
４
】

従
来
か
ら
の
安
全
保
障
問
題
と
そ
れ
以
外
の
新

た
な
安
全
保
障
問
題
が
同
時
に
つ
き
つ
け
ら
れ
、
国

際
的
な
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
と
複
雑
さ
を
増
し

た
。
従
来
か
ら
の
安
全
保
障
問
題
に
は
主
に
次
の
３

点
が
あ
る
。
（
１
）
一
部
地
域
で
衝
突
が
絶
え
間
な

く
発
生
し
て
い
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
激
し
い

動
揺
は
西
側
強
権
政
治
の
台
頭
と
軍
事
干
渉
を
招
い

た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
武
力
介
入
で
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
倒

さ
れ
、
米
国
の
「
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
外
交
」
が
首
尾

よ
く
い
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
は
１
０
年
目

に
入
り
、
米
軍
無
人
機
が
再
三
パ
キ
ス
タ
ン
領
内
に

入
っ
て
攻
撃
を
行
っ
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と

パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
が
低
下
し
て
い
る
。
（
２
）
多

く
の
国
が
新
た
な
軍
事
装
備
の
研
究
開
発
に
力
を
入

れ
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
国
際
軍
事
競
争
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
米
国
は
財
政
危
機
も
顧
み
ず
先
進
兵
器
の
開

   
今
年
の
国
際
情
勢
混
乱
は
国
際
秩
序
転
換
期
の

      
変
化
と
駆
け
引
き
の
反
映

陳
向
陽 

（
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
世
界
政
治
研
究
所
副
所
長
）

筆者

２
０
１
１
年
国
際
情
勢
の
五
大
特
徴

２０１１年１０月２３日、リビア東部の都市ベンガジで、新

国旗を振りながら全国解放を祝うリビアの人々　(ＡＦＰ)
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経済 国際問題  

この１０年間、中国は開放で発展と改革を促進する道を歩んできた。

次の１０年も、中国の対外開発拡大路線が変わることはない。

本誌記者　蘭辛珍

開放の中で前進
――中国ＷＴＯ加盟１０周年の回顧と展望

２００２年から２０１０年のほぼ１０年間で、中国の乗用車車種は４０足

らずから１８０以上に増えた。写真は２０１１年４月１９日、２０１１上

海モーターショーで各ブランド車を見る人々　（陳飛撮影）

発
・
配
備
・
応
用
を
推
進
し
続
け
、
軍
事
霸
権
を
極

力
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
欧
州
弾
道

ミ
サ
イ
ル
禁
止
問
題
で
米
国
と
論
争
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。
（
３
）
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
戦
略
を
め
ぐ
る

戦
い
が
激
化
し
て
い
る
。
米
国
は
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー

ス
『
国
際
戦
略
』
と
『
行
動
戦
略
』
を
発
表
し
、
サ

イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
陸
、
海
、
空
、
宇
宙
と
並
ぶ

「
行
動
領
域
」
と
み
な
し
て
攻
撃
防
御
体
系
構
築
を

強
化
し
、
ル
ー
ル
決
定
権
を
主
導
す
る
こ
と
を
企
図

し
て
い
る
。

従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
安
全
保
障
問
題
も
主

に
３
つ
あ
る
。
（
１
）
巨
大
天
災
が
頻
発
し
甚
大
な

損
害
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
の
「
３
•
１
１
」
巨
大

地
震
・
津
波
で
深
刻
な
放
射
線
物
質
漏
れ
が
起
き
、

世
界
の
産
業
チ
ェ
ー
ン
に
打
撃
を
与
え
た
。
原
発
の

安
全
リ
ス
ク
に
注
目
が
集
ま
り
、
多
く
の
国
が
核
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
放
棄
を
検
討
し
た
こ
と
で
、
国
際
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
局
面
が
調
整
に
直
面
し
て
い
る
。

（
２
）
テ
ロ
と
の
戦
い
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

米
国
は
「
９
•
１
１
」
１
０
周
年
前
後
に
「
ア
ル
カ

イ
ダ
」
組
織
の
頭
目
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
ア
ウ
ラ
キ
を

相
次
い
で
射
殺
し
た
が
、
西
側
諸
国
に
「
現
地
化
」

し
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
は
依
然
深
刻
で
あ
る
。
南

ア
ジ
ア
は
な
お
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
（
３
）
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
政
権

は
核
兵
器
計
画
を
自
ら
放
棄
し
た
も
の
の
、
西
側

に
よ
っ
て
武
力
で
打
倒
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
朝

鮮
・
イ
ラ
ン
核
問
題
の
硬
直
局
面
の
打
開
が
さ
ら
に

難
し
く
な
っ
た
。

【
特
徴
５
】

米
国
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
「
回
帰
」
し
て

再
び
目
を
向
け
始
め
、
こ
の
地
域
の
平
穏
が
破
ら
れ

た
。
ア
ジ
ア
の
新
興
経
済
体
が
高
成
長
を
維
持
し
た

こ
と
で
、
世
界
の
重
点
地
域
が
東
へ
と
シ
フ
ト
し
つ

つ
あ
り
、
主
要
大
国
は
次
々
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の

注
力
を
強
め
た
。
米
国
は
今
後
１
０
年
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
に
力
を
集
中
さ
せ
る
と
発
表
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
主

催
と
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
参
加
を
通
じ
、
東
ア
ジ
ア

の
領
海
争
い
を
極
力
利
用
し
、
軍
事
安
全
保
障
面
で

の
優
位
性
を
発
揮
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
主
導
権
を

握
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
は
米
国
と
の
同
盟
と

「
ア
ジ
ア
重
視
」
と
を
並
行
さ
せ
、
引
き
続
き
こ
の

地
域
に
波
風
を
立
て
た
。
ロ
シ
ア
は
軍
事
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
切
り
札
に
ア
ジ
ア
太
平
洋

で
の
利
益
拡
張
を
狙
い
、
イ
ン
ド
は
軍
事
・
経
済
面

で
「
東
進
」
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
背

景
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
結
束
を
強
め
、
「
大
国
均
衡
」

戦
略
を
取
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
次
の
（
１
）
～

（
３
）
の
注
目
点
と
（
４
）
の
地
域
協
力
体
制
問
題

が
、
各
国
間
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
（
１
）
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
情
勢
。
米
国
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
駐
留
米
軍
の
撤
退
を
始
め
た
こ
と
で
過
激

派
勢
力
が
勢
い
を
吹
き
返
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
再

建
問
題
が
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
米

国
の
パ
キ
ス
タ
ン
主
権
侵
犯
は
米
パ
関
係
の
亀
裂
を

深
め
た
。
（
２
）
南
中
国
海
問
題
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
ベ
ト
ナ
ム
は
南
中
国
海
の
領
海
争
い
の
「
多
国
籍

化
」
と
「
国
際
化
」
を
企
図
し
、
米
国
は
南
中
国
海

を
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
回
帰
」
と
中
国
け
ん
制
の
「
戦

略
的
な
要
」
と
見
な
し
、
「
国
際
法
」
と
「
航
行
の

自
由
」
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
。
ま
た
日
本
と
イ
ン

ド
は
国
家
安
全
防
衛
と
石
油
・
ガ
ス
開
発
介
入
へ
の

注
力
を
強
め
て
い
る
。
（
３
）
朝
鮮
核
問
題
と
半
島

問
題
。
米
韓
同
盟
が
強
化
さ
れ
、
南
北
対
立
が
深
刻

化
、
各
国
は
「
６
カ
国
協
議
」
の
再
開
を
め
ぐ
っ

て
駆
け
引
き
を
行
っ
て
い
る
。
（
４
）
地
域
協
力
主

導
権
争
い
の
激
化
。
米
国
は
強
力
に
介
入
し
て
ア
ジ

ア
太
平
洋
と
東
ア
ジ
ア
の
多
国
間
協
力
体
制
の
再
構

築
を
狙
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
推

進
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い
う
大
市
場
を
手
に
入

れ
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
を
出
来
る
限
り
改
造
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア

協
力
体
制
を
瓦
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
の
展
望

米
国
は
依
然
と
し
て
干
渉
を
続
け
、
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
回
帰
」
の
歩
調
を
速
め
る
と
見
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
上
記
３
つ
の
注

目
点
と
地
域
協
力
問
題
を
め
ぐ
る
各
国
間
の
争

い
も
激
化
し
複
雑
に
な
る
だ
ろ
う
。

２０１１年９月１３日、スペインの首都マドリードで、×印のつい

た１ユーロコインの図柄の前を通りすぎる人々　（ロータス）
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経済 経済

世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
中
国
市
場
を
こ
れ

ま
で
に
な
く
重
視
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年
１
１

月
２
１
～
２
８
日
に
広
州
で
行
わ
れ
た
第
９
回
国

際
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
は
、
世
界
の
有
名
自
動
車

ブ
ラ
ン
ド
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
自
社

の
成
熟
製
品
を
出
展
し
た
だ
け
で
な
く
、
今
回
の

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
を
そ
の
新
型
車
と
コ
ン
セ
プ
ト

カ
ー
の
普
及
・
展
示
の
舞
台
と
と
ら
え
て
お
り
、

さ
ら
に
中
国
市
場
拡
大
と
参
入
の
具
体
案
も
策
定

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
１
０
年
前
に
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
。
中
国
市
場
を
気
に
か
け
る
外
国
自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ど
な
か
っ
た
し
、
早
い
う
ち
か
ら
合

弁
で
中
国
に
参
入
し
て
い
た
大
衆
自
動
車
（
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
以
下
「
Ｖ
Ｗ
」
）
で
さ
え
、

中
国
市
場
向
け
の
製
品
は
欧
州
で
ず
っ
と
前
に
発

売
さ
れ
た
か
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
も
の
で
、
新
型

車
が
中
国
市
場
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ

た
。
Ｖ
Ｗ
の
ジ
ェ
ッ
タ
と
サ
ン
タ
ナ
が
中
国
の
自

動
車
市
場
を
２
０
数
年
に
わ
た
っ
て
主
導
し
、
こ

の
状
況
が
少
し
ず
つ
崩
れ
始
め
た
の
は
２
０
０
１

年
に
中
国
が
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟

し
て
か
ら
だ
っ
た
。

２
０
０
１
年
ま
で
、
中
国
の
自
動
車
産
業
と
自

動
車
市
場
は
国
の
高
関
税
政
策
で
保
護
さ
れ
て
い

た
。
多
少
は
開
放
さ
れ
、
中
国
に
進
出
し
た
外
国

の
自
動
車
産
業
も
一
部
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
当

時
の
開
放
は
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
外
資
企
業

の
出
し
た
い
く
つ
か
の
車
種
が
中
国
乗
用
車
市
場

を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
。

２
０
０
１
年
１
２
月
１
１
日
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
正
式
加

盟
後
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
定
に
従
っ
て
輸
入
関
税

を
下
げ
、
自
動
車
の
完
成
車
輸
入
関
税
を
８
０
％

か
ら
２
５
％
ま
で
、
自
動
車
部
品
平
均
関
税
を

３
５
％
か
ら
１
０
％
ま
で
引
き
下
げ
、
自
動
車
輸

入
配
分
の
制
限
を
徐
々
に
撤
廃
し
た
。
「
こ
れ

で
、
自
動
車
価
格
が
市
場
規
律
に
合
い
庶
民
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
り
、
自
動
車
市

場
が
一
気
に
活
況
を
呈
し
た
」
。
中
国
乗
用
車
聯

席
会
議
の
饒
達
秘
書
長
は
言
う
。

２
０
０
１
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
以
降
、
中
国
の
自

動
車
販
売
台
数
は
年
ご
と
に
増
加
し
、
外
国
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
続
々
と
中
国
市
場
に
参
入
し
た
。

国
内
資
本
も
自
動
車
製
造
業
に
携
わ
り
始
め
、
中

国
独
自
ブ
ラ
ン
ド
が
い
く
つ
か
立
ち
上
が
り
、
中

国
自
動
車
市
場
に
は
群
雄
割
拠
的
競
争
局
面
が
現

れ
た
。
２
０
１
０
年
に
は
、
中
国
の
自
動
車
生
産

販
売
台
数
は
２
０
０
１
年
の
８
倍
近
く
に
あ
た
る

１
８
０
０
万
台
に
達
し
、
世
界
一
に
な
っ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
当
初
、
中
国
の
自
動
車
生
産
台
数

は
米
国
の
６
分
の
１
に
も
及
ば
ず
、
販
売
台
数
は

わ
ず
か
１
割
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今

で
は
、
中
国
の
自
動
車
生
産
台
数
は
米
国
の
２
倍

以
上
、
販
売
台
数
は
１
•
５
倍
を
超
え
て
い
る
。

２
０
０
１
年
に
４
４
３
３
億
元
だ
っ
た
中
国
自
動

車
工
業
総
生
産
額
は
、
２
０
１
０
年
に
は
１
０
倍

近
く
増
の
４
兆
３
３
５
７
億
元
に
達
し
た
。

狼
と
ダ
ン
ス

１
０
年
前
の
中
国
国
内
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
関
連
報

道
を
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー

ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
狼
が
来
た
」
（
「
狼
」
は
外
資

を
指
す
）
と
騒
ぎ
立
て
て
い
た
。
特
に
自
動
車
産

業
に
つ
い
て
、
関
税
が
大
幅
に
下
が
れ
ば
輸
入
車

が
中
国
の
自
動
車
市
場
を
占
領
し
、
中
国
自
動
車

工
業
は
全
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

た
。「

予
想
し
た
よ
う
な
全
滅
と
い
う
事
態
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
が
目
に
し
た
の
は
、
予
想

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
の
急
成
長
だ
っ
た
」
と
饒

氏
は
言
う
。

今
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
当
時
の
高
関

税
は
中
国
の
立
ち
遅
れ
た
自
動
車
産
業
を
保
護
し

て
い
た
だ
け
で
な
く
、
最
初
に
中
国
に
進
出
し
た

外
資
企
業
も
保
護
し
て
い
た
の
だ
。
中
国
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
で
全
面
的
に
開
放
さ
れ
た
構
造
が
出
来
上

が
り
、
す
べ
て
の
外
資
企
業
が
進
出
し
て
き
て
、

外
資
企
業
間
に
も
競
争
関
係
が
生
ま
れ
た
。
こ
う

し
た
競
争
の
結
果
、
外
資
企
業
が
最
高
品
質
の
車

を
中
国
に
持
っ
て
く
る
必
要
が
出
た
だ
け
で
な

く
、
中
国
へ
の
投
資
で
先
進
技
術
と
管
理
経
験
が

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
国
の
自
動
車
産
業
も

大
き
く
発
展
し
た
。

国
家
発
展
改
革
委
員
会
対
外
経
済
研
究
所
の
元

所
長
で
研
究
員
の
張
燕
生
氏
に
よ
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
当
初
最
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
自
動
車
製
造

業
や
農
業
、
金
融
業
と
い
っ
た
中
国
の
弱
小
産
業

が
市
場
開
放
後
の
国
際
競
争
圧
力
に
耐
え
ら
れ
る

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

か
ら
１
０
年
で
、
長
期
的
に
競
争
力
が
不
足
す
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
産
業
は
、
開
放

市
場
経
済
条
件
下
で
そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
性
を

持
ち
、
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

外
資
と
い
う
狼
と
対
等
に
わ
た
り
あ
い
「
狼

と
ダ
ン
ス
」
を
踊
る
た
め
に
、
中
国
も
積
極
的
か

つ
迅
速
な
反
応
を
と
っ
た
。
商
務
部
の
兪
建
華
部

長
補
佐
は
、
「
こ
の
１
０
年
来
、
中
国
は
開
放
で

発
展
と
改
革
を
促
進
す
る
道
を
歩
ん
で
き
た
」
と

言
う
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
わ
ず
か
２
～
３
年
で
、
中

央
各
部
委
員
会
だ
け
で
も
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
則
に
合
致

し
な
い
法
律
法
規
を
２
０
０
０
余
り
整
理
し
、

５
０
０
余
り
を
廃
止
。
地
方
政
府
が
整
理
し
た
文

書
を
加
え
る
と
、
整
理
し
た
も
の
は
９
万
件
余
り

に
な
る
。

高
ま
る
中
米
経
済
貿
易
依
存

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
に
最
も
骨
の
折
れ
た
交

渉
相
手
は
米
国
だ
っ
た
。
１
０
年
後
の
今
日
、
中

米
経
済
関
係
の
緊
密
さ
は
他
国
を
し
の
ぐ
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
米
国
国
会
は
毎
年
１
回
中

国
に
最
恵
国
待
遇
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
表
決
し

て
お
り
、
こ
れ
が
中
米
間
の
経
済
貿
易
に
一
定
の

マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
し
か
し
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
後
、
最
恵
国
待
遇
は
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
当
然
享
受
す
る
最
も
基
本
的
権
利
と

な
り
、
こ
の
影
響
が
な
く
な
り
、
中
米
経
済
貿
易

の
往
来
は
大
い
に
強
化
さ
れ
た
。

商
務
部
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
中
米
２
カ
国

間
貿
易
額
は
２
０
０
１
年
の
８
０
５
億
ド
ル
か
ら

２
０
１
０
年
に
は
３
８
５
３
億
４
０
０
０
万
ド
ル

ま
で
増
え
て
お
り
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の

１
０
年
は
中
米
経
済
貿
易
関
係
が
大
き
く
発
展
し

た
１
０
年
で
も
あ
っ
た
。
現
在
、
中
米
両
国
は
互

い
に
第
２
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
米
国
は
中
国

の
第
２
の
輸
出
市
場
で
あ
る
一
方
、
中
国
は
米
国

の
第
３
の
輸
出
市
場
で
あ
り
、
米
国
の
輸
出
増
加

が
最
も
速
い
市
場
の
１
つ
で
も
あ
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
前
中
国
常
駐
特
命
全
権
大
使
で
あ

る
孫
振
宇
氏
は
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
に
よ
る
最
大
の
受
益
者
は
欧
米
諸
国
だ
と

語
っ
て
い
る
。

孫
氏
に
よ
る
と
、
多
国
間
貿
易
体
制
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
産
物
で
あ
り
、
す
べ
て
の
現
行
の
国
際

貿
易
規
則
は
米
国
と
欧
州
の
先
進
国
主
導
で
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
多
く
の
条
項
は
事
実
上
欧

米
諸
国
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
だ
っ
た
。
中
国
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
申
請
か
ら
現
在
ま
で
、
不
断
の
改
革
を

行
っ
て
こ
う
し
た
規
則
に
適
応
す
る
よ
う
に
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ら
の
規
則
の
中
に
中
国
人
が
制
定
に
関

中国は今後、対外貿易を均衡発展戦略へと転じる。輸出を拡大する一方で、国際競争、

国際交換、国際役割分担に積極的に参画すると同時に、エンド消費とエンド市場を世界

に提供する国になっていかなければならない　（高学余撮影）
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経済 経済

わ
っ
た
も
の
は
１
つ
も
な
い
。

孫
氏
は
言
う
。
「
欧
米
は
多
国
間
貿
易
体
制
か

ら
数
十
年
に
わ
た
っ
て
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
中

国
の
貿
易
は
現
在
世
界
で
２
位
、
輸
出
は
世
界
で

１
位
に
な
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
製
品
は
依
然
と

し
て
産
業
チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ー
エ
ン
ド
製
品
だ
」
。

中
国
で
製
造
さ
れ
た
３
Ｇ
版
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

は
米
国
で
は
２
９
９
ド
ル
で
販
売
さ
れ
、
中
国
に

１
５
０
ド
ル
の
貿
易
赤
字
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
本
当
の
意
味
で
中
国
企
業
に
わ
た
る
の

は
４
ド
ル
に
満
た
な
い
。

中
米
が
工
業
・
製
造
業
分
野
で
協
力
と
競
争
を

展
開
す
る
と
同
時
に
、
中
国
は
ダ
イ
ズ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
綿
花
な
ど
の
大
口
農
産
品
面
で
ま
す
ま

す
一
方
的
に
米
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

今
後
が
鍵

２
０
１
１
年
の
年
初
か
ら
、
中
国
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
１
０
周
年
に
関
す
る
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

記
念
活
動
に
つ
い
て
、
中
国
人
寿
資
産
管
理
公
司

の
繆
建
民
董
事
長
は
、
「
重
要
な
の
は
振
り
返
っ

て
業
績
を
総
括
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
ど
う

発
展
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
だ
」
と
言
う
。

繆
氏
に
よ
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
際
、
中
国

は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
則
に
合
致
し
な
い
す
べ
て
の
法
規
・

法
律
に
対
し
大
が
か
り
な
改
正
と
整
理
を
行
っ
た

が
、
１
０
年
た
っ
た
今
、
実
際
に
は
完
全
に
実
行

さ
れ
て
い
な
い
政
策
も
一
部
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
今
後
の
発
展
の
中
で
、
中
国
は
特
に
リ
ス
ク

防
止
と
さ
ら
な
る
開
放
に
し
っ
か
り
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
交
渉
中
の

１
９
９
７
年
と
１
９
９
８
年
に
金
融
危
機
を
経
験

し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
は
２
０
０
８
年
の
世
界
金
融

危
機
と
、
欧
州
信
用
不
安
を
経
験
し
た
中
国
は
、

金
融
危
機
か
ら
教
訓
を
汲
み
取
り
、
シ
ス
テ
ム
的

な
リ
ス
ク
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を
守
り
、
さ
ら
な
る

開
放
へ
と
向
か
う
べ
き
で
あ
る
。

張
燕
生
氏
は
、
「
今
後
中
国
は
ド
ー
ハ
・
ラ

ウ
ン
ド
、
国
際
貿
易
、
国
際
金
融
、
国
際
通
貨
体

系
の
改
革
に
さ
ら
に
積
極
的
に
参
画
し
、
世
界
に

よ
り
多
く
の
公
共
財
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
世
界
の
価
格
決
定
、
規
則
決
定
、
責

任
分
担
の
３
つ
の
重
要
分
野
で
、
決
定
的
な
影
響

を
発
揮
す
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

張
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
中
国
の
『
十
二
五
』
（
第
１
２
次
五
カ
年
計
画
）

は
、
輸
出
・
外
資
主
体
か
ら
、
輸
入
と
輸
出
、
外
資

受
入
と
対
外
投
資
を
と
も
に
重
視
す
る
新
局
面
へ
と

対
外
開
放
を
転
換
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

中
国
の
今
後
の
対
外
貿
易
は
均
衡
発
展
戦
略
へ
と
転

換
し
、
輸
出
を
拡
大
す
る
一
方
で
国
際
競
争
、
国
際

交
換
、
国
際
役
割
分
担
に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
同

時
に
、
世
界
に
エ
ン
ド
消
費
と
エ
ン
ド
市
場
を
提
供

す
る
国
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
０

年
前
と
比
べ
、
中
国
経
済
は
ま
す
ま
す
そ
の
複
雑
性

と
不
確
定
性
を
増
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
中
国

が
完
全
な
市
場
経
済
地
位
を
獲
得
す
れ
ば
、
外
国
企

業
は
も
う
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
気
軽
に
中
国
製
品
へ

の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
訴
訟
を
行
え
な
く
な
る
。
そ
し
て

２
０
１
６
年
に
は
お
そ
ら
く
中
国
へ
の
外
資
企
業
投

資
と
中
国
の
対
外
投
資
が
逆
転
す
る
だ
ろ
う
」
。

今
後
は
ど
う
い
う
路
線
を
取
る
の
か
？
確
か
な

の
は
、
中
国
が
今
後
も
開
放
拡
大
路
線
を
変
え
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
１
１
月
２
１
日
、
商
務
部
は
中
国

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
１
０
周
年
関
連
業
務
と
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
記
者
発
表
を
行
い
、
商
務
部
Ｗ
Ｔ
Ｏ
司

の
鄂
徳
峰
副
司
長
は
、
「
商
務
部
は
発
展
改
革
委
員

会
と
共
同
で
新
時
代
の
対
外
開
放
戦
略
に
関
す
る
指

導
的
文
書
を
作
成
中
だ
」
と
の
説
明
を
行
っ
た
。

商
務
部
の
兪
建
華
部
長
補
佐
は
、
「
中
国
は

一
貫
し
て
『
確
固
た
る
対
外
開
放
拡
大
を
続
け
て

初
め
て
中
国
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
の
実
現
に

役
立
つ
』
と
考
え
て
い
る
」
と
の
意
を
示
し
た
。

「
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
そ
の
後
の
１
０
年
は
中

国
の
対
外
開
放
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
な
の
だ
」
。

中国の新エネルギー車の発展は、

エネルギーの代替とエコロジー追求

のためだけでなく、技術の革新と先

進性追求のためでもある。

本誌記者　蘭辛珍

中
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車

 
 
 

産
業
化
へ
の
道

第２５回世界電気自動車関連

見本市で展示された山東沂星

電気自動車有限公司製の電気

自動車 （覃海石撮影）
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
か
ら
１
０
年 

中

国
経
済
発
展
の
成
果

●

中

国

国

内

総

生

産

が

１

１

兆

元

（
２
０
０
１
年
）
か
ら
４
０
兆
元
（
２
０
１
０

年
）
ま
で
増
加
。
年
平
均
成
長
率
は
１
０
％
を

超
え
た
。

●
中
国
の
輸
出
が
４•

９
倍
、
輸
入
が
４•

７

倍
増
加
。
輸
出
入
貿
易
総
額
は
２
０
０
１
年
の

世
界
６
位
か
ら
２
位
に
な
り
、
現
在
は
世
界
第

２
の
輸
入
国
、
第
１
の
輸
出
国
に
な
っ
た
。

●
中
国
の
累
計
外
国
企
業
直
接
投
資
受
入
額

は
７
５
９
５
億
ド
ル
で
、
発
展
途
上
国
で
ト
ッ

プ
。●

中
国
の
対
外
直
接
投
資
年
平
均
成
長
率
は

４
０
％
以
上
、
２
０
１
０
年
に
は
６
８
８
億
ド

ル
に
達
し
、
世
界
５
位
と
な
っ
た
。

●
中
国
関
税
総
水
準
が
１
５•

３
％
か
ら

９•

８
％
に
。
開
放
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
貿
易
部

門
は
１
０
０
に
達
し
た
。

（
北
京
週
報
ま
と
め
）
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中
国
自
動
車
工
程
学
会
電
気
自
動
車
分
会
の
担

当
者
は
１
０
月
１
２
日
、
電
気
自
動
車
標
準
が
今
年

末
に
発
表
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア

に
明
か
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
る
中
、
中
国

の
電
気
自
動
車
産
業
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
比
亜
迪

（
Ｂ
Ｙ
Ｄ
）
集
団
は
、
好
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
電

気
自
動
車
モ
デ
ル
「
ｅ
６
」
を
打
ち
出
し
た
。
１
０

月
２
６
日
に
ま
ず
深
圳
で
発
売
さ
れ
た
「
ｅ
６
」

は
、
通
常
走
行
環
境
に
お
い
て
１
回
充
電
で
最
長

３
０
０
キ
ロ
の
走
行
が
可
能
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
中

国
の
市
場
で
１
回
充
電
走
行
距
離
が
最
も
長
い
電
気

自
動
車
だ
。
比
亜
迪
集
団
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
市

場
ニ
ー
ズ
が
大
き
け
れ
ば
い
つ
で
も
ロ
ッ
ト
生
産
が

可
能
だ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
に
、
中
国
は
電
気
自
動
車
の
研
究
開

発
、
実
証
実
験
、
製
品
化
な
ど
の
面
で
す
で
に
４
６

の
標
準
規
格
を
確
定
し
て
お
り
、
そ
の
関
連
分
野
は

電
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
燃
料
電
池
車
な
ど
各

種
電
気
自
動
車
の
車
両
・
部
品
に
及
ん
で
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
標
準
は
ま
だ
ば
ら
ば
ら
で
、

整
っ
た
業
界
標
準
体
系
が
出
来
上
が
っ
て
お
ら
ず
、

国
家
標
準
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
今
回
完
成
し
た
電

気
自
動
車
標
準
綱
要
は
中
国
初
の
電
気
自
動
車
業
界

の
国
家
標
準
と
な
る
。

将
来
の
自
動
車
産
業
の
重
点

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
は
世
界
の
多
く
の
国
が
重
点

的
に
取
り
組
む
新
興
産
業
で
あ
り
、
中
国
も
例
外
で

は
な
い
。
工
業
・
情
報
化
部
、
科
学
技
術
部
、
国
家

発
展
改
革
委
員
会
な
ど
は
い
ず
れ
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

車
を
将
来
の
自
動
車
産
業
発
展
の
重
点
に
位
置
づ
け

て
い
る
。

し
か
し
中
国
は
現
在
国
際
市
場
に
あ
る
各
種
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
す
べ
て
を
突
破
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
独
自
の
選
択
を
行
っ
て
い
る
。

工
業
・
情
報
化
部
、
科
学
技
術
部
、
国
家
発
展
改
革

委
員
会
な
ど
複
数
部
門
が
何
度
も
論
証
を
行
っ
た
結

果
、
「
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
電
気
自

動
車
、
燃
料
電
池
車
を
『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
』
と

し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
方
式
で
は
な
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

は
『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
』
と
す
る
」
こ
と
が
明
確
に

さ
れ
た
。

工
業
・
情
報
化
部
、
科
学
技
術
部
、
財
政
部
、

国
家
発
展
改
革
委
員
会
な
ど
の
部
門
の
規
定
で

は
、
電
気
自
動
車
の
研
究
開
発
と
市
場
普
及
は
財

税
補
助
と
政
策
的
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
プ
ラ
グ
イ
ン
方
式
で
は
な
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
は
電
気
自
動
車
発
展
ま
で
の
過
渡
的
技
術
に
よ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
と
の
み
位
置
づ
け
、
享
受
で

き
る
補
助
や
財
税
優
遇
は
電
気
自
動
車
よ
り
は
る

か
に
少
な
く
な
る
。

中
国
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
産
業
発
展
計
画
を

策
定
中
だ
。
現
在
公
に
さ
れ
て
い
る
『
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
産
業
発
展
計
画
草
案
』
に

よ
る
と
、
中
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
発
展
路
線
も
電

気
自
動
車
を
主
要
戦
略
方
向
と
す
る
こ
と
が
す
で
に

ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
「
十
二
五
」
（
第
１
２
次
五

カ
年
計
画
）
期
間
（
２
０
１
１
～
２
０
１
５
）
全
体

を
通
し
て
、
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
電
気
自
動
車
と

プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
開
発
を
支
援

し
、
累
計
生
産
販
売
台
数
を
大
幅
に
増
や
す
。
ま
た

動
力
電
池
、
エ
ン
ジ
ン
、
電
子
制
御
技
術
を
電
気
自

動
車
の
発
展
が
突
破
す
べ
き
３
つ
の
核
心
技
術
方
向

と
す
る
こ
と
を
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

清
華
大
学
自
動
車
安
全
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
家

重
点
実
験
室
の
欧
陽
明
高
主
任
が
明
か
し
た
と
こ
ろ

で
は
、
中
国
は
２
０
１
５
年
ま
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
と
電
気
自
動
車
、
燃
料
電
池
車
の
多
元
的
発
展
を

後
押
し
す
る
が
、
２
０
１
５
年
以
降
は
徐
々
に
電
気

自
動
車
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
い
う
。

標
準
の
完
成
で
業
界
発
展
促
進

中
投
顧
問
高
級
研
究
員
の
李
勝
茂
氏
は
、
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
産
業
が
国
内
で
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
業
界
標
準
と
業
界
発
展
計
画
が
遅
遅
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
ず
、
国
内
電
気
自
動
車
産
業
の
大
規
模
か

つ
秩
序
あ
る
発
展
を
制
約
す
る
大
き
な
障
害
に
な
っ

て
い
た
」
と
言
う
。

し
か
し
今
回
の
電
気
自
動
車
業
界
標
準
が
打
ち

出
さ
れ
れ
ば
、
業
界
内
の
企
業
標
準
不
統
一
と
い
う

問
題
が
う
ま
く
解
決
さ
れ
、
企
業
に
開
放
さ
れ
た
競

争
環
境
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

李
氏
は
、
電
気
自
動
車
業
界
標
準
綱
要
と
『
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
産
業
発
展
計
画
』

は
中
国
の
電
気
自
動
車
産
業
が
大
規
模
産
業
化
段
階

へ
と
進
む
の
を
後
押
し
す
る
と
考
え
て
い
る
。
今
回

の
政
策
打
ち
出
し
を
機
に
、
電
動
電
池
な
ど
核
心
技

術
を
握
る
自
動
車
企
業
が
飛
躍
を
遂
げ
、
今
後
の
自

動
車
市
場
分
布
構
造
を
変
え
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。
現
在
、
動
力
電
池
な
ど
核
心
技
術
面
で
は
、
上

海
汽
車
、
比
亜
迪
が
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。

産
業
化
が
ひ
と
ま
ず
実
現

比
亜
迪
集
団
の
廉
玉
波
副
総
裁
に
よ
る
と
、
比

亜
迪
は
す
で
に
開
発
・
生
産
体
系
を
完
備
し
、
電
気

自
動
車
の
大
ロ
ッ
ト
生
産
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。

「
ｅ
６
」
以
前
に
も
、
比
亜
迪
は
す
で
に
「
Ｆ
３
Ｄ

Ｍ
」
と
い
う
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
発

売
し
て
い
る
。

比
亜
迪
の
ほ
か
に
も
、
中
国
で
は
３
０
社
余
り

の
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
自
社
製
品
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
主
な
購
入
者
は
地
方
政
府
で
、
一
部
都

市
の
公
共
交
通
分
野
で
試
験
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

２
０
０
３
年
か
ら
、
北
京
、
天
津
、
武
漢
、
杭
州
、

深
圳
な
ど
７
都
市
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の
小
規
模

な
試
験
運
行
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中

は
、
北
京
市
に
自
主
研
究
開
発
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
、
電
気
自
動
車
、
燃
料
電
池
車
５
９
５
台
が
集

中
投
入
さ
れ
た
。
累
計
運
行
距
離
は
３
７
０
万
キ
ロ

余
り
、
輸
送
乗
客
は
延
べ
４
４
０
万
人
余
り
に
達

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
最
大
規
模
の
電
気
自
動
車

モ
デ
ル
運
行
と
な
っ
た
。

自
動
車
企
業
は
将
来
の
主
流
競
争
型
製
品
と
し

て
電
気
自
動
車
を
戦
略
的
に
極
め
て
重
視
し
て
い

る
。
第
一
汽
車
、
東
風
、
上
海
汽
車
、
長
安
、
奇
瑞

（
チ
ェ
リ
ー
）
、
比
亜
迪
な
ど
が
電
気
自
動
車
製
品

の
研
究
開
発
と
産
業
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

積
極
的
に
国
際
協
力
を
展
開

中
国
の
電
気
自
動
車
研
究
開
発
は
外
資
を
排
除

し
て
は
お
ら
ず
、
電
動
標
準
決
定
に
際
し
て
外
資

メ
ー
カ
ー
の
意
見
・
提
案
を
聞
き
、
国
内
・
外
資

メ
ー
カ
ー
の
製
品
研
究
開
発
面
で
の
協
力
を
奨
励
す

る
な
ど
、
外
資
企
業
と
の
間
で
多
方
面
の
協
力
を
展

開
し
て
い
る
。

浙江省長興県にある蓄電池を生産する大手エネルギー科学技術企業では、安全で

高効率の新型電気自動車電池を生産している （徐昱撮影）

上海市徐匯区にある漕渓電気自動車充電スタンドで電気自動車の充電作業をする

作業員 （裴鑫撮影）
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９
月
２
０
日
、
上
海
汽
車
と
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル

モ
ー
タ
ー
ス
（
Ｇ
Ｍ
）
は
新
世
代
電
気
自
動
車
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
共
同
開
発
で
合
意
に
達
し
た
。

中
国
の
自
動
車
企
業
が
国
際
大
型
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
共
同
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

開
発
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

合
意
に
よ
る
と
、
今
後
数
年
の
間
に
、
共
同
開

発
し
た
新
世
代
電
気
自
動
車
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

ベ
ー
ス
に
、
上
汽
、
Ｇ
Ｍ
、
両
社
が
設
立
す
る
合
弁

企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
新
型
電
気
自
動
車
製
品
を
打
ち
出

す
と
い
う
。

上
海
汽
車
は
２
０
１
０
年
上
海
万
博
で
大
規
模

な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
モ
デ
ル
運
行
を
行
い
、
経
験
と

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
上
海
汽

車
は
来
年
、
自
社
開
発
の
５
０
％
低
燃
費
プ
ラ
グ
イ

ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
と
電
気
自
動
車
を
数
モ
デ
ル

発
売
す
る
予
定
だ
。

比
亜
迪
で
は
早
く
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の
欧

州
販
売
計
画
を
策
定
し
て
い
た
。
２
０
１
０
年
に

は
、
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
「
Ｆ
３
Ｄ
Ｍ

（
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
）
」
と
電
動
乗
用
車
「
ｅ
６
」

が
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
多
く
の
国
で
発
売
さ

れ
て
い
る
。

普
及
は
ま
だ
先

中
国
の
電
気
自
動
車
は
一
応
の
産
業
化
が
遂
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
場
の
反
応
は
積
極
的
と
は

言
え
な
い
。
全
国
乗
用
車
聯
席
会
議
の
崔
東
樹
副
事

務
局
長
は
、
「
中
国
の
電
気
自
動
車
の
発
展
ス
ピ
ー

ド
は
速
く
、
政
府
の
態
度
も
断
固
と
し
た
も
の
だ

が
、
市
場
の
進
展
は
ま
だ
遅
く
、
短
期
間
の
う
ち
に

販
売
が
大
規
模
成
長
す
る
の
は
難
し
い
」
と
語
る
。

原
因
は
高
価
格
と
い
う
電
気
自
動
車
市
場
の
現

状
で
あ
る
。
通
常
ガ
ソ
リ
ン
車
の
販
売
価
格
が
５
万

元
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
比
亜
迪
の
電
気
自
動
車

「
Ｆ
３
Ｄ
Ｍ
」
は
１
４
万
元
前
後
、
奇
瑞
の
電
気
自

動
車
「
瑞
麒
Ｍ
１
Ｅ
Ｖ
」
は
１
４
～
２
３
万
元
だ
。

中
国
で
は
、
２
３
万
と
い
う
価
格
は
も
っ
と
立
派
な

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
乗
用
車
が
買
え
る
値
段

で
あ
る
。

価
格
の
ほ
か
、
充
電
施
設
の
不
足
も
消
費
者
が

電
気
自
動
車
を
買
い
た
が
ら
な
い
主
要
原
因
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
中
国
の
電
気
自
動
車
普
及
に
と
っ
て

最
大
の
難
題
で
も
あ
る
。
大
多
数
の
電
気
自
動
車
は

一
般
走
行
環
境
下
に
お
い
て
１
回
の
充
電
で
１
５
０

キ
ロ
前
後
し
か
走
行
で
き
な
い
た
め
、
大
量
の
充
電

ス
タ
ン
ド
と
充
電
ポ
イ
ン
ト
の
建
設
が

必
要
と
な
る
。

上
海
市
政
府
と
国
家
電
網
公
司
は

２
０
１
０
年
末
ま
で
に
市
内
に
充
電
ポ
イ

ン
ト
３
６
０
カ
所
を
共
同
建
設
す
る
計
画

だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
さ
れ
た
の
は

５
０
カ
所
足
ら
ず
に
す
ぎ
な
い
。

市
場
の
突
破
を
目
指
す

中
国
の
各
大
都
市
は
電
気
自
動
車
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
に
お

け
る
電
気
自
動
車
国
際
モ
デ
ル
都
市
で
あ

る
上
海
市
は
、
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
飛
躍
的

進
歩
を
重
点
と
す
る
電
気
自
動
車
発
展
計

画
と
実
施
案
を
策
定
済
み
だ
。
計
画
に
よ

る
と
、
上
海
市
は
２
０
１
２
年
ま
で
に
電

気
自
動
車
を
１
万
台
以
上
普
及
さ
せ
、

充
電
ポ
イ
ン
ト
１
万
３
０
０
０
カ
所
、

充
電
ス
タ
ン
ド
／
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
１
５
カ
所
を
設
置
す
る
予
定

だ
。
充
電
ス
タ
ン
ド
な
ど
設
備
投
資
に
は

２
０
％
の
財
政
補
助
を
行
う
。

上
海
、
深
圳
、
長
春
、
杭
州
、
合
肥
の
５
都
市

は
、
中
国
で
最
初
の
電
気
自
動
車
個
人
購
入
財
政
補

助
モ
デ
ル
都
市
で
あ
り
、
現
在
こ
の
５
都
市
で
は
充

電
ス
タ
ン
ド
、
充
電
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
を
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
拡
大
の
突
破
口
と
し
て
い
る
。

６
月
１
日
か
ら
『
深
圳
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
モ
デ
ル
普
及
試
験
実
施
案
』
が
正
式

に
施
行
さ
れ
た
深
圳
市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の

個
人
・
社
会
団
体
・
企
業
購
入
に
対
し
て
、
国
の
財

政
補
助
金
に
上
乗
せ
し
て
さ
ら
に
補
助
を
支
給
し
、

そ
の
ほ
か
に
付
属
イ
ン
フ
ラ
へ
の
補
助
金
支
給
も

行
っ
て
い
る
。

中国電気自動車企業発展の現状
電気自動車用電池メーカー：５０社余り

電気自動車用エンジンメーカー：４０社余り

電子制御技術保有企業：３０社余り

電気自動車完成車メーカー：３０社余り

充電施設の少なさが主要な制約要因

 都市 充電スタンド数 ガソリンスタンド数
上海市 3カ所（充電ポイント：300） 120以上

深圳市 8カ所（充電ポイント：10000） 180以上

長春市 3カ所（充電ポイント：300） 40以上

杭州市 6カ所（充電ポイント：500） 50以上

合肥市 4カ所（充電ポイント：80） 50以上

（北京週報まとめ）

２
０
１
２
年
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
８
•
９
％

前
後
の
成
長
率
を
維
持
す
る
。
こ
れ
は
中
国
社

会
科
学
院
が
１
２
月
７
日
に
発
表
し
た
『
経
済

青
書
』
の
予
測
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
の
成
長
率

は
２
０
１
１
年
よ
り
は
低
い
も
の
の
、
そ
れ
で

も
明
ら
か
に
高
い
部
類
に
入
る
。

中
国
社
会
科
学
院
経
済
学
部
主
任
の
陳
佳
貴

研
究
員
に
よ
る
と
、
中
国
の
経
済
成
長
は
適
度

に
減
速
し
な
が
ら
次
第
に
安
定
に
向
か
う
と
い

う
。
改
革
の
深
化
、
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
、
構
造

調
整
の
実
施
、
経
済
発
展
モ
デ
ル
の
転
換
に
向

け
て
良
好
な
マ
ク
ロ
環
境
を
作
り
出
す
に
は
、

成
長
率
は
８
～
９
％
の
間
が
最
も
望
ま
し
い
。

こ
の
２
年
間
、
中
国
の
経
済
成
長
は
減
速
が

続
い
た
た
め
、
国
内
外
に
中
国
経
済
は
硬
着
陸

す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
懸
念
は
明
ら
か
に

余
計
で
あ
り
、
中
国
経
済
は
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
世
界
経
済
回
復
に
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。

中
国
が
直
面
す
る
情
勢

青
書
で
は
、
２
０
１
２
年
に
中
国
経
済
が
直

面
す
る
情
勢
は
２
０
１
１
年
と
大
き
く
変
わ
る

と
見
て
い
る
。
２
０
１
１
年
、
中
国
が
直
面
し

た
の
は
主
に
急
激
な
物
価
上
昇
に
よ
る
圧
力
で

あ
っ
た
た
め
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
マ
ク
ロ
調
整

の
主
要
任
務
と
な
っ
た
。
２
０
１
２
年
は
、
経

済
成
長
の
適
度
な
減
速
を
ベ
ー
ス
に
、
経
済
成

長
ス
ピ
ー
ド
の
安
定
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
両
方

が
必
要
に
な
り
、
同
時
に
経
済
構
造
調
整
に
も

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

陳
佳
貴
主
任
は
、
「
２
０
１
１
年
の
努
力
の

結
果
、
物
価
急
上
昇
の
勢
い
は
あ
る
程
度
抑
制

中国経済は依然として世界経済成長における注目点であり、構造調整

の推進に伴って、その成長の質はますます高まっていくだろう。

本誌記者　蘭辛珍

２０１２年の中国経済は

   安定成長を維持

浙江省の輸出入成長

率が低下し続ける

中、民営企業はなお

も輸出入の主力を担

う。写真は寧波港埠

頭に横付けされたコ

ンテナ貨物船

（王定昶撮影）
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経済 経済

さ
れ
た
が
、
物
価
急
上
昇
の
主
な
要
因
は
ま
だ

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
」
と
言
う
。
現

在
、
中
国
の
物
価
総
水
準
は
需
給
関
係
の
影
響

を
受
け
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
上
昇
に
も
影
響
さ

れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
（
生
産
者
物
価
指
数
）
は

需
給
関
係
の
影
響
が
大
き
く
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費

者
物
価
指
数
）
は
コ
ス
ト
上
昇
促
進
要
因
の
影

響
が
大
き
い
。
従
っ
て
、
２
０
１
２
年
も
イ
ン

フ
レ
対
策
を
疎
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

青
書
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
の
消
費
者
物

価
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
上
昇
傾
向
を
示
し
、
国

際
石
油
価
格
上
昇
の
不
確
定
性
と
国
内
資
源
要

素
の
価
格
改
革
圧
力
の
高
ま
り
を
鑑
み
る
と
、

年
間
の
消
費
者
物
価
指
数
は
４
％
前
後
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

中
国
社
会
科
学
院
の
李
揚
副
院
長
は
、
「
世

界
経
済
の
低
迷
は
来
年
か
ら
５
～
１
０
年
、
ひ

い
て
は
さ
ら
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
く
か
も

し
れ
ず
、
『
成
長
維
持
』
は
世
界
共
通
の
課
題

に
な
る
」
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
国
際
環
境
の
下
で
は
、
中
国
だ

け
が
影
響
を
受
け
ず
に
い
る
こ
と
は
難
し
い
。

李
揚
氏
は
「
世
界
的
に
低
迷

す
る
経
済
情
勢
の
中
国
に
対

す
る
影
響
は
、
ま
ず
対
外
貿

易
か
ら
始
ま
る
」
と
言
う
。

２
０
１
１
年
の
貿
易
黒
字
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
３
％
以
下
と
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
最
高

だ
っ
た
時
に
は
６
％
を
超
え

て
い
た
。
李
揚
氏
は
さ
ら
に

「
Ｇ
２
０
ソ
ウ
ル
・
サ
ミ
ッ

ト
で
、
１
９
カ
国
は
中
国
に

貿
易
黒
字
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

４
％
以
下
ま
で
下
げ
る
と
約

束
す
る
よ
う
迫
っ
た
が
、
当

時
中
国
は
確
信
が
持
て
ず
約

束
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

そ
の
後
情
勢
が
変
わ
り
、
現

在
で
は
す
で
に
３
％
以
下
ま

で
下
が
っ
て
い
る
。
３
％
前

後
の
貿
易
黒
字
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

は
お
そ
ら
く
長
期
的
趨
勢
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
」
と

語
る
。

政
策
の
方
向
性

２
０
１
２
年
に
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
重
大
調

整
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
人
々
が

関
心
を
寄
せ
、
議
論
の
的
に
も
な
っ
て
い
る
問

題
だ
。
青
書
で
は
、
中
国
は
な
お
も
積
極
的
な

財
政
政
策
と
穏
健
な
通
貨
政
策
を
堅
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

陳
佳
貴
氏
に
よ
る
と
、
青
書
の
研
究
討
論
に

加
わ
っ
た
専
門
家
や
学
者
た
ち
の
中
国
経
済
政

策
に
対
す
る
見
方
は
割
合
肯
定
的
で
、
財
政
政

策
面
で
中
国
は
ま
さ
に
構
造
調
整
期
に
あ
り
、

債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
ま
だ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
可
能
な
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
お
り
、
経
済
面

で
積
極
的
な
財
政
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
は
情

勢
か
ら
し
て
必
要
な
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
赤
字
規
模
と
債
務
残
高
規
模
を
厳

格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
地
方
債
務
に
対
す
る
監
督
管
理
を
強

化
し
、
「
イ
メ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
幹
部

が
自
分
の
政
治
業
績
を
目
立
た
せ
る
た
め
に
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
や
派
手
な
無
駄
遣
い
を
な

く
し
、
駆
け
込
み
予
算
消
化
の
現
象
が
起
き
る

の
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、

財
政
支
出
構
造
を
最
適
化
し
、
国
民
生
活
改
善

と
経
済
構
造
調
整
に
お
け
る
財
政
政
策
の
役
割

を
よ
り
い
っ
そ
う
発
揮
す
る
べ
き
だ
。
ま
た
、

構
造
的
減
税
の
歩
調
を
速
め
、
企
業
の
負
担
を

軽
減
し
、
小
型
・
超
小
型
企
業
を
支
援
す
る
財

政
措
置
を
拡
大
し
、
小
型
・
超
小
型
企
業
の
急

成
長
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
国
社
会
科
学
院
数
量
経
済
・
技
術
経
済
研

究
所
の
李
雪
松
副
所
長
は
、
次
の
よ
う
な
考
え

を
示
し
て
い
る
。
①
２
０
１
２
年
の
国
際
経
済

環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
特
に
欧

米
債
務
問
題
に
つ
い
て
は
即
効
性
あ
る
解
決
方

法
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
②
国
内
の
イ
ン

フ
レ
圧
力
は
緩
和
傾
向
に
向
か
う
も
の
の
、

な
お
も
一
定
の
不
確
定
性
が
存
在
す
る
。
③

２
０
１
２
年
は
、
経
済
の
安
定
成
長
を
保
ち
経

済
成
長
の
大
幅
な
変
動
を
防
ぐ
た
め
に
、
積
極

的
な
財
政
政
策
と
穏
健
な
通
貨
政
策
を
引
き
続

き
実
施
し
、
適
時
・
適
度
に
微
調
整
と
事
前
調

整
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
④
同
時
に
、
イ
ン
フ

レ
圧
力
低
下
の
機
会
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
経

済
構
造
調
整
と
経
済
発
展
モ
デ
ル
の
転
換
を
着

実
に
加
速
す
る
。

李
雪
松
氏
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
の
中
国

経
済
政
策
の
方
向
性
に
は
３
つ
の
重
点
が
あ
る

と
い
う
。
１
つ
は
、
積
極
的
な
財
政
政
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
構
造
的
減
税
に
い
っ
そ
う
力

を
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
サ
ー
ビ
ス
業
の
発

展
を
制
約
し
て
い
る
営
業
税
重
複
徴
収
問
題
の

解
決
を
急
ぎ
、
戦
略
的
新
興
産
業
発
展
を
促

進
す
る
財
税
政
策
の
推
進
を
加
速
す
る
べ
き

だ
」
。

２
つ
め
は
、
穏
健
な
通
貨
政
策
を
引
き
続
き

実
施
し
、
通
貨
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
流
動
性
が

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
状
態
に
戻
る
よ
う
促
す
こ
と

だ
。
「
適
時
・
適
度
な
事
前
調
整
と
微
調
整
と

い
う
政
策
は
実
際
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お

り
、
預
金
準
備
率
が
す
で
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
る
」
と
李
雪
松
氏
は
語
る
。

３
つ
め
は
、
イ
ン
フ
レ
圧
力
低
下
の
機
会
を

し
っ
か
り
と
と
ら
え
、
経
済
の
安
定
成
長
を
保

つ
と
同
時
に
資
源
要
素
価
格
改
革
を
深
化
さ

せ
、
経
済
構
造
の
戦
略
的
調
整
と
経
済
発
展
モ

デ
ル
の
転
換
を
加
速
す
る
こ
と
で
あ
る
。
李
雪

松
氏
は
、
「
２
０
１
１
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
各

産
業
の
『
十
二
五
』
計
画
（
第
１
２
次
五
カ
年

計
画
）
か
ら
、
今
後
中
国
経
済
政
策
が
調
整
経

済
構
造
の
加
速
を
い
っ
そ
う
重
視
し
、
戦
略
的

新
興
産
業
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

成
長
予
測

『
経
済
青
書
』
に
よ
る
と
、
経
済
成
長
を
け

ん
引
し
て
き
た
「
ト
ロ
イ
カ
」
（
投
資
・
消

費
・
対
外
貿
易
）
の
成
長
率
は
、
来
年
い
ず
れ

も
減
速
す
る
と
見
ら
れ
る
。

●
投
資

２
０
１
１
年
、
各
地
の
保
障
性
住
宅
（
低
中

所
得
者
向
け
の
廉
価
な
住
宅
）
建
設
の
展
開
に

と
も
な
っ
て
、
社
会
全
体
の
固
定
資
産
投
資
の

名
目
成
長
率
は
な
お
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
名

目
成
長
率
は
２
４
•
５
％
前
後
、
実
質
成
長
率

は
１
６
•
７
％
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

２
０
１
２
年
の
投
資
は
小
幅
に
減
少
し
、
名

目
・
実
質
成
長
率
は
そ
れ
ぞ
れ
２
２
•
８
％
、

１
５
•
４
％
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
消
費

２
０
１
１
年
、
消
費
刺
激
政
策
撤
廃
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
、
社
会
消
費
財
小
売
額
成
長
率
が
低
下

し
た
。
名
目
成
長
率
は
前
年
比
１
•
６
ポ
イ
ン
ト
減

の
１
６
•
７
％
、
実
質
成
長
率
は
前
年
比
３
•
６
ポ

イ
ン
ト
減
の
１
１
•
２
％
だ
っ
た
。

２
０
１
２
年
の
社
会
消
費
財
小
売
額
は

２
０
兆
元
を
突
破
し
、
名
目
・
実
質
成
長
率
は

そ
れ
ぞ
れ
１
５
•
７
％
、
１
１
•
３
％
に
な
る

見
込
み
。

●
対
外
貿
易

２
０
１
１
年
の
対
外
貿
易
成
長
率
は
明
ら
か

に
低
下
し
、
年
間
の
輸
出
入
成
長
率
は
そ
れ
ぞ

れ
２
４
•
７
％
、
２
０
•
４
％
と
な
り
、
年
間

の
貿
易
黒
字
は
１
６
０
０
億
ド
ル
前
後
で
、
３

年
連
続
の
貿
易
黒
字
減
少
と
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
２
年
は
、
輸
出
入
総
額
成
長
率
が

２
０
％
以
下
、
黒
字
が
１
３
５
０
億
ド
ル
前
後

ま
で
減
る
と
見
ら
れ
る
。
経
済
成
長
に
お
け
る

対
外
貿
易
の
貢
献
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

２０１１年１１月、中国のＣＰＩ上昇率は４．２％に低下、今年の最

小幅となった。写真はスーパーで野菜を選ぶ重慶市民（李健撮影）

保障性住宅（低所得層向け住宅）の模型を見る上海住民（陳飛撮影）
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撮
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
、
今
は
映
画
チ

ケ
ッ
ト
が
高
す
ぎ
て
、
一
般
人
の
経
済
力
で
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
国
は
も
っ
と
資
金
を

投
じ
て
文
化
事
業
の
発
展
を
推
進
す
る
べ
き

だ
」
。

喬
振
祺
さ
ん
（
記
者
）

「
政
治
学
・
社
会
学
関
連
書
籍
を
よ
く

読
む
」

何
さ
ん
（
元
翻
訳
者
）

「
芝
居
を
鑑
賞
し
、
新
聞
を
読
み

国
際
・
国
内
問
題
を
討
論
」

韓
さ
ん
は
、
「
普
段
は
家
で
ニ
ュ
ー
ス
や
生

活
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
庶
民
の
日
常
生
活
関
連
番
組

を
よ
く
見
て
い
る
。
時
々
映
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
も

見
る
。
戦
争
映
画
が
好
き
。
で
も
見
る
回
数
は

他
の
番
組
よ
り
は
少
な
い
」
と
言
う
。
于
さ
ん

と
同
じ
よ
う
に
、
韓
さ
ん
も
テ
レ
ビ
番
組
は

も
っ
と
ウ
ソ
の
な
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

韓
さ
ん
は
ほ
か
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
企
画

す
る
「
紅
歌
」
（
革
命
歌
）
の
合
唱
会
に
も
よ

く
参
加
す
る
。
「
毎
日
、
い
ろ
ん
な
年
代
の
人

が
た
く
さ
ん
参
加
す
る
。
夕
食
を
食
べ
た
後
、

毎
晩
７
時
か
ら
一
緒
に
歌
う
。
指
揮
や
伴
奏
も

あ
っ
て
、
な
か
な
か
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ん
で
す

よ
」
。
歌
う
の
は
『
走
進
新
時
代
（
新
た
な
時

代
へ
）
』
や
『
瀏
陽
河
』
な
ど
だ
と
い
う
。

韓
さ
ん
の
所
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
踊

り
を
楽
し
む
人
も
多
い
。
韓
さ
ん
自
身
も
時
々

通
り
で
「
ヤ
ン
コ
踊
り
」
を
踊
る
。
ほ
か
に

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
よ
く
映
画
を
上
映
す

る
し
、
居
民
委
員
会
で
も
法
律
知
識
の
講
習
会

が
開
か
れ
る
。
門
頭
溝
文
芸
宣
伝
隊
の
巡
回
公

演
も
あ
る
。
韓
さ
ん
は
自
分
の
文
化
生
活
に
つ

い
て
「
比
較
的
満
足
し
て
い
る
」
と
い
う
。

京
に
き
て
ち
ょ
う
ど
１
年
。
自
分
の
文
化
生
活

に
つ
い
て
于
さ
ん
は
、
「
普
段
は
テ
レ
ビ
や
映

画
を
見
る
か
、
読
書
、
ネ
ッ
ト
、
中
国
将
棋
を

し
て
い
る
」
と
言
う
。
１
９
歳
の
于
さ
ん
が
一

番
好
き
な
の
は
侠
客
ド
ラ
マ
や
青
春
ア
イ
ド
ル

ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
だ
。
于
さ
ん
の
テ
レ
ビ
に

対
す
る
評
価
は
「
最
近
の
テ
レ
ビ
番
組
は
ウ

ソ
っ
ぽ
い
。
時
代
も
の
の
ド
ラ
マ
に
電
線
が
出

て
き
た
り
す
る
」
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
「
テ

レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
を
少
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

の
も
切
実
な
願
い
だ
。

于
さ
ん
の
故
郷
は
河
北
省
承
徳
に
あ
る
。

故
郷
は
農
村
だ
。
両
親
は
家
で
農
作
業
を
し
て

い
て
、
文
化
活
動
は
普
段
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

い
。
「
田
舎
で
も
も
っ
と
文
化
活
動
を
や
っ
て

ほ
し
い
し
、
内
容
も
豊
富
に
し
て
ほ
し
い
」
と

于
さ
ん
は
言
う
。

韓
さ
ん
（
清
掃
員
）

「
革
命
歌
を
歌
い
、
ヤ
ン
コ
踊
り
を
踊
る
」

于
さ
ん
と
比
べ
る
と
、
北
京
の
門
頭
溝
に
住
む

ビ
ル
清
掃
員
、
韓
さ
ん
の
余
暇
文
化
生
活
は
と
て

も
豊
富
だ
。

社会 社会

文
化
体
制
改
革
の
深
化
、
社
会
主
義
文
化
の

大
い
な
る
発
展
と
繁
栄
の
推
進
は
、
中
国
共
産
党

１
７
期
中
央
委
員
会
第
６
回
全
体
会
議
が
行
っ
た

重
要
決
定
で
あ
る
。
文
化
は
民
族
の
血
脈
と
精
神

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
文
化
事
業
の
発
展
と
文

化
体
制
の
改
革
は
一
般
大
衆
の
精
神
生
活
と
切
り

離
せ
な
い
ほ
ど
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
で
は
、

中
国
の
一
般
大
衆
は
ど
の
よ
う
な
文
化
生
活
を
送

り
、
ど
の
よ
う
な
文
化
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？

于
さ
ん
（
警
備
員
）

「
侠
客
ド
ラ
マ
と
青
春
ド
ラ
マ
が
好
き
」

于
さ
ん
は
国
家
機
関
部
門
の
警
備
員
で
、
北

ど
を
挙
げ
、
単
純
な
娯
楽
の
た
め
の
本
を
読
む

こ
と
は
少
な
い
と
い
う
。

最
近
市
場
に
氾
濫
し
て
い
る
「
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
」
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

「
ど
う
や
っ
た
ら
金
持
ち
に
な
れ
る
と
か
、
人
と

し
て
ど
う
生
き
る
か
な
ん
て
い
う
類
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
は
読
ま
な
い
」
と
言
う
。
「
一
部
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
が
売
れ
る
の
は
、
読
者
が
吸
収
し
た
い
も

の
を
最
も
日
常
的
な
言
葉
で
手
っ
取
り
早
く
提
供

し
て
い
る
か
ら
。
で
も
、
書
籍
は
教
育
的
意
義
が

あ
る
べ
き
だ
し
、
周
囲
の
人
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
の
が
喬
さ

ん
の
考
え
だ
。

ま
た
、
文
化
関
連
製
品
の
提
供
者
で
も
あ

る
喬
さ
ん
は
、
「
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
物
事
を
見

通
し
見
守
る
と
い
う
仕
事
上
の
規
則
が
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
は
大
衆
に
奉
仕
す
る
べ
き
だ
」
と
言

う
。
ま
た
喬
さ
ん
は
、
今
メ
デ
ィ
ア
で
展
開
中

の
「
走
基
層
、
転
作
風
、
改
文
風
」
（
末
端
に

行
き
、
や
り
方
を
変
え
、
記
事
執
筆
の
態
度
を

改
め
る
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
結
び
付
け
、
「
現

在
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
電
話
や
メ
ー
ル

だ
け
で
取
材
し
、
現
場
に
行
く
こ
と
も
せ
ず
、

末
端
ま
で
下
り
て
行
か
な
い
と
い
う
現
象
が
見

ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
中
央
が
こ
う
い
う
要
求

を
出
し
た
の
だ
と
思
う
」
と
語
る
。
「
地
道
に

取
材
を
す
れ
ば
記
者
は
必
ず
い
い
も
の
が
書
け

る
。
記
事
と
い
う
の
は
『
足
で
書
く
』
も
の

だ
。
現
場
に
足
を
運
ん
で
取
材
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
深
み
の
あ
る
文
章
が
書
け
る
。
第
一
線
の

記
者
な
ら
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
口
先
だ
け

の
も
の
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の
取
材
を

し
っ
か
り
と
や
り
、
い
い
記
事
を
書
く
こ
と

が
、
最
良
の
『
走
基
層
、
転
作
風
、
改
文
風
』

に
つ
な
が
る
」
。

多
様
化
す
る

   
庶
民
の
文
化
生
活
ニ
ー
ズ

本
誌
記
者 

 

曾
文
卉

于さん（警備員）

韓さん（清掃員）

何さん（元翻訳者）

７
０
歳
を
超
え
る
元
翻
訳
者
の
何
さ
ん
の
生

活
は
と
て
も
規
則
正
し
い
。
上
海
出
身
の
何
さ
ん

は
毎
朝
、
上
海
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
上
海
の
滬
劇

や
越
劇
を
鑑
賞
す
る
。
「
有
名
な
役
者
は
み
ん
な

７
０
～
８
０
歳
に
な
る
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
大
好

き
な
彼
ら
が
今
で
も
演
じ
続
け
て
い
る
の
が
と
て

も
う
れ
し
い
」
。
午
後
は
、
老
幹
部
活
動
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
新
聞
を
読
み
、
仲
間
と
国
内
問
題
や
国

際
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
、
夜
は
北
京
テ
レ
ビ
で

抗
米
援
朝
戦
争
や
抗
日
戦
争
、
解
放
戦
争
の
ド
ラ

マ
を
見
る
。
週
末
は
、
引
退
し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
役

者
た
ち
の
無
料
公
演
を
鑑
賞
し
に
北
海
公
園
へ
行

く
。国

内
・
国
際
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
何
さ
ん
は
、
文
化
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
持

論
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
「
映
画
監
督
や
映
画

関
係
者
に
は
前
向
き
で
向
上
心
の
あ
る
作
品
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
興
行
収
入
や
国
際
映
画
祭
で

受
賞
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

各
階
層
の
人
民
生
活
を
反
映
さ
せ
た
映
画
を

喬
振
祺
さ
ん
は
政
治
関
連
雑
誌
で
取
材
や

記
事
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
普
段
の
文
化

生
活
は
読
書
が
メ
イ
ン
だ
。
「
個
人
的
に
は
、

改
革
に
関
す
る
も
の
、
心
の
成
長
や
人
生
経
歴

に
つ
い
て
の
書
籍
な
ど
、
政
治
学
や
社
会
学

関
連
書
籍
を
よ
く
読
ん
で
い
る
。
エ
ッ
セ
イ
ら

し
く
な
い
け
れ
ど
エ
ッ
セ
イ
と
か
、
小
説
ら

し
く
な
い
け
れ
ど
小
説
と
い
う
も
の
が
と
て
も

好
き
」
。
具
体
的
に
は
、
柳
紅
の
『
八
〇
年
代

中
国
経
済
学
者
の
栄
光
と
夢
』
、
辛
亥
革
命
を

記
念
し
た
如
馬
勇
の
『
１
９
１
１
年
中
国
大
革

命
』
、
張
鳴
の
『
辛
亥
、
揺
れ
動
く
中
国
』
な

喬振祺さん（記者）



北京週報ｅ刊  2012・1   38    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/39  北京週報ｅ刊  2012・1     

家
族
が
住
む
。
１
階
は
応
接
間
兼
食
堂
、
２
階
が
食

糧
倉
庫
、
３
～
４
階
が
寝
室
だ
。

振
成
楼
も
山
間
の
谷
に
あ
る
。
建
物
の
前
に
は

広
い
広
場
が
あ
り
、
左
右
は
青
竜
と
白
虎
の
２
つ
の

山
に
囲
ま
れ
、
背
後
に
は
山
並
み
が
続
き
、
入
口
の

前
を
曲
が
る
と
池
が
斜
め
に
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
美

し
い
風
景
が
印
象
的
だ
。
八
卦
の
考
え
に
し
た
が
っ

て
建
て
ら
れ
た
振
成
楼
は
、
内
部
が
放
射
状
に
八
等

分
さ
れ
て
い
る
。
二
重
の
円
楼
で
、
中
央
に
は
舞

台
な
ど
多
く
の
機
能
を
備
え
た
議
事
堂
が
あ
る
。

通
常
、
土
楼
の
床
は
木
板
構
造
で
、
人
が
動
く
と
ギ

シ
ギ
シ
と
き
し
む
が
、
振
成
楼
の
床
は
耐
火
レ
ン
ガ

が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
人
が
動
い
て
も
音
が
せ
ず
静
か

だ
。
ま
た
土
楼
の
入
り
口
は
通
常
２
つ
だ
が
、
振
成

楼
に
は
「
天
・
地
・
人
」
の
３
つ
の
入
り
口
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
通
常
の
土
楼
で
は
中
庭
に

１
つ
井
戸
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
振
成
楼
に
は
八
卦
図

の
太
極
の
２
つ
の
卦
眼
（
太
極
魚
眼
）
の
と
こ
ろ
に

２
つ
井
戸
が
掘
っ
て
あ
り
、
高
と
低
、
陰
と
陽
、
清

と
濁
が
対
を
な
す
実
に
見
事
な
作
り
に
な
っ
て
い

る
。
八
卦
に
基
づ
い
て
八
等
分
さ
れ
た
内
部
は
１
階

か
ら
４
階
ま
で
レ
ン
ガ
の
壁
で
仕
切
ら
れ
、
壁
に
設

け
ら
れ
た
木
の
扉
を
閉
じ
れ
ば
独
立
し
た
空
間
に
な

り
、
開
け
れ
ば
１
つ
に
つ
な
が
る
。
小
単
位
で
あ
る

家
族
と
大
き
な
社
会
と
が
調
和
し
統
一
が
と
れ
た
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
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「
閩
西
」
と
呼
ば
れ
る
福
建
省
西
部
の
山
岳
地

帯
に
、
外
部
か
ら
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
閉
鎖
型
の

住
居
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
円
形
、
方
形
、
五

角
形
、
さ
ら
に
は
八
卦
を
か
た
ど
っ
た
も
の
な
ど
形

状
は
様
々
だ
が
、
い
ず
れ
も
土
を
何
度
も
つ
き
固

め
、
竹
や
木
の
板
な
ど
を
加
え
て
建
造
さ
れ
て
い
る

た
め
、
土
楼
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

土
楼
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
河
南
や
山
西
、
陝
西

な
ど
中
原
各
地
か
ら
戦
乱
や
飢
饉
を
避
け
て
移
動
し

て
き
た
漢
族
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
客

家
人
（
「
よ
そ
者
」
の
意
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

客
家
人
の
祖
先
は
西
晋
か
ら
清
代
に
か
け
て
計
５
回

に
わ
た
る
大
規
模
な
南
遷
を
繰
り
返
し
て
現
在
の
場

所
に
移
動
し
て
来
た
た
め
、
昔
の
習
慣
や
古
い
風
俗

を
多
く
残
し
て
い
る
。
客
家
人
は
そ
の
後
も
新
た
な

生
存
空
間
を
探
し
続
け
て
世
界
へ
と
飛
び
出
し
、
現

在
１
億
人
以
上
が
世
界
各
地
に
暮
ら
し
て
い
る
。

２
０
０
８
年
、
永
定
と
南
渓
を
主
と
す
る
福
建
土

楼
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
申
請
し

た
。
そ
の
独
特
の
建
築
設
計
、
見
事
な
創
造
の
智
恵
、

色
濃
く
残
る
東
洋
文
化
は
世
界
各
国
の
専
門
家
や
審
査

員
を
た
ち
ま
ち
魅
了
し
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
建
土
楼
は
一
気
に
世
界
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

■
土
楼
建
築
文
化
の
２
つ
の
見
ど
こ
ろ

廈
門
か
ら
高
速
で
一
路
西
へ
。
南
靖
出
口
で
高
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速
を
下
り
、
険
し
い
山
々
を
越
え
、
文
旦
の
香
り
漂

い
柿
の
実
が
赤
々
と
実
る
山
里
を
通
り
過
ぎ
、
３
時

間
ほ
ど
探
し
続
け
て
よ
う
や
く
「
四
菜
一
湯
」
の
見

え
る
高
台
に
た
ど
り
着
い
た
。
「
四
菜
一
湯
」
と
は

４
つ
の
料
理
と
１
つ
の
ス
ー
プ
と
い
う
意
味
で
、
こ

の
高
台
か
ら
見
え
る
５
つ
の
土
楼
を
例
え
た
呼
び
名

だ
。
青
々
と
し
た
山
に
抱
か
れ
、
段
々
畑
に
囲
ま
れ

た
山
間
の
く
ぼ
地
に
は
、
４
つ
の
円
形
土
楼
が
真
ん

中
に
１
つ
あ
る
方
形
土
楼
を
囲
ん
で
い
る
。
そ
の
様

子
が
ち
ょ
う
ど
「
四
菜
一
湯
」
に
見
え
る
の
で
こ
の

名
が
つ
け
ら
れ
た
。

「
四
菜
一
湯
」
か
ら
お
よ
そ
４
０
分
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
も
、
土
楼
の
「
名
優
」
が
２
つ
建
っ
て
い

る
。
１
つ
は
中
国
国
家
郵
政
局
の
切
手
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
承
啓
楼
。
も
う
１
つ
は
「
土
楼

王
子
」
と
称
え
ら
れ
る
振
成
楼
だ
。
承
啓
楼
と
振
成

楼
は
い
ず
れ
も
典
型
的
な
円
形
土
楼
で
、
外
側
の
土

楼
は
４
階
建
て
で
、
高
さ
が
１
６
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

外
壁
は
土
と
竹
や
木
を
用
い
た
構
造
で
、
内
側
は
レ

ン
ガ
と
木
で
作
ら
れ
て
い
る
。

承
啓
楼
は
、
大
き
な
円
が
小
さ
な
円
を
囲
む
よ

う
に
四
重
の
同
心
円
状
に
な
っ
て
い
る
。
全
部
で

４
０
０
部
屋
で
、
中
央
に
は
土
楼
の
核
心
で
あ
る
祖

廟
が
あ
る
。
承
啓
楼
の
中
に
は
現
在
５
０
世
帯
余
り

２
０
０
人
以
上
が
住
ん
で
い
る
。
１
階
か
ら
４
階
ま

で
が
１
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
１

承
啓
楼
に
は
江
姓
の
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
。

建
物
の
直
径
は
７
１
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
４
階
建
て

で
、
四
重
に
円
楼
が
建
っ
て
お
り
、
全
部
で
４
０
０

部
屋
あ
る
。
最
も
多
い
時
は
、
８
０
世
帯
余
り

６
０
０
人
以
上
が
住
ん
で
い
た
。
一
方
、
振
成
楼
に

は
林
姓
の
人
が
多
い
。
建
物
の
直
径
は
５
１
メ
ー
ト

ル
で
、
一
番
外
側
の
４
階
建
て
円
楼
は
各
階
に
４
０

部
屋
、
合
計
１
６
０
部
屋
あ
り
、
内
側
の
２
階
建
て

円
楼
は
各
階
に
１
２
部
屋
、
合
計
２
４
部
屋
あ
る
。

振
成
楼
全
体
で
１
４
世
帯
７
０
人
余
り
が
住
ん
で
お

り
、
学
会
員
や
官
僚
、
学
者
や
商
人
な
ど
を
多
く
輩

出
し
て
い
る
。

振
成
楼
に
住
む
林
日
耕
さ
ん
は
６
０
歳
を
越
え

て
い
る
が
、
身
体
は
と
て
も
健
康
だ
。
日
耕
さ
ん
は

林
家
の
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
兄
や
姉
た
ち
は
国
内

福
建
土
楼
文
化
の
保
護
と
伝
承

陸
彩
栄
（
中
国
外
文
出
版
発
行
事
業
局
副
局
長
）二宜楼の中でくつろぐ住民たち　（姜克紅撮影）



北京週報ｅ刊  2012・1   40    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/41  北京週報ｅ刊  2012・1     

カルチャー

外
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
父
親
は
日
耕
さ
ん
を
手
元

に
残
し
て
家
業
を
継
が
せ
、
農
業
に
従
事
さ
せ
た
。

観
光
客
に
土
楼
の
説
明
を
し
て
い
る
日
耕
さ
ん
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
た
り
、
新
聞
に
載
っ
た

り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
土
楼
の
魅
力
を
解
説

す
る
ガ
イ
ド
的
存
在
だ
。
日
耕
さ
ん
は
自
分
の
運

命
、
一
家
の
運
命
、
振
成
楼
に
住
む
人
々
の
運
命
を

土
楼
と
重
ね
あ
わ
せ
、
情
感
た
っ
ぷ
り
に
活
き
活
き

と
語
る
。

「
振
成
楼
に
は
、
子
供
が
生
ま
れ
た
時
の
胎
盤

を
１
階
の
敷
居
の
下
に
埋
め
る
と
い
う
慣
わ
し
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
子
供
が
成
長
す
る
と
、
家
長
が

『
こ
こ
が
お
前
の
ル
ー
ツ
だ
。
だ
か
ら
ど
ん
な
に

遠
く
離
れ
て
も
、
土
楼
は
永
遠
に
お
前
と
と
も
に
あ

る
』
と
言
っ
て
聞
か
せ
る
ん
で
す
よ
」
。

日
耕
さ
ん
に
よ
る
と
、
福
建
の
土
楼
に
は
見
ど

こ
ろ
が
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
建
築
構
造
、
２
つ
め

は
文
化
様
式
だ
。
土
楼
に
住
む
人
々
は
戦
乱
を
避

け
て
山
奥
に
逃
れ
、
独
特
の
建
築
様
式
を
作
り
上

げ
た
。
上
部
が
小
さ
く
下
部
が
大
き
い
構
造
で
、

厚
さ
１
•
３
～
１
•
５
メ
ー
ト
ル
の
土
壁
が
盗
賊
の

侵
入
や
地
震
・
風
の
被
害
を
防
ぐ
。
文
化
は
土
楼
の

奥
深
く
に
息
づ
い
て
い
る
。
土
楼
に
は
多
く
の
対
聯

が
あ
り
、
そ
れ
が
直
接
文
化
伝
承
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

現
代
都
市
が
セ
メ
ン
ト
の
森
に
沈
み
、
文
化
的

特
徴
が
日
増
し
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
、
福
建
土
楼
は

そ
の
豊
か
な
創
造
力
と
巧
み
な
建
造
技
術
で
、
世
界

各
地
か
ら
の
観
光
客
を
引
き
付
け
て
い
る
。
私
た
ち

が
土
楼
を
見
学
し
て
い
る
間
に
も
外
国
人
観
光
客
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
や
っ
て
来
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
最

も
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

■
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
脅
か
さ

れ
る
土
楼
文
化

数
百
年
の
歳
月
を
経
た
今
も
な
お
山
々
の
間
に

立
ち
続
け
る
福
建
土
楼
は
、
世
界
の
貴
重
な
文
化
遺

産
と
な
っ
た
。
し
か
し
現
代
化
が
進
み
、
都
市
だ
け

で
な
く
農
村
も
進
歩
を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
、
土
楼
も

生
存
の
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
多
く
の
世
帯
が
入
り
口
を
接
し
て
ま
と

ま
っ
て
生
活
し
、
部
屋
の
中
に
衛
生
設
備
の
な
い
土
楼

の
生
活
方
式
が
、
独
立
を
求
め
る
現
代
の
若
者
の
生
活

観
念
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
土
楼

の
周
辺
で
も
か
な
り
前
か
ら
土
楼
以
外
の
建
物
が
増

え
、
レ
ン
ガ
と
セ
メ
ン
ト
で
建
て
ら
れ
た
一
般
住
宅
様

式
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
生
活
ス
タ
イ

ル
を
追
求
す
る
の
が
主
流
に
な
っ
た
。

次
に
、
土
楼
建
造
方
式
の
伝
承
が
現
代
的
大
量

生
産
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
土
楼
建
造
技

術
は
複
雑
で
、
時
間
も
長
く
か
か
る
。
土
楼
の
基
礎

は
土
を
押
し
固
め
て
作
っ
た
土
壁
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
こ

れ
は
通
常
奥
行
き
が
１
•
３
～
１
•
５
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
は
４
０
～
５
０
セ
ン
チ
、
幅
は
９
０
セ
ン
チ
前

後
あ
る
。
現
地
に
あ
る
砂
や
土
、
粘
土
な
ど
を
混
ぜ

て
突
き
固
め
て
作
り
、
こ
の
土
壁
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
に

木
材
や
竹
な
ど
を
入
れ
て
強
度
を
増
す
。
壁
を
築
く

時
に
煙
道
を
壁
の
中
に
埋
め
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、

土
楼
内
に
は
煙
突
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
土
楼

に
は
巧
み
な
建
築
装
飾
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
土
楼
王
子
」
と
呼
ば
れ
る
振
成
楼
は
、
中
国
式
の

琉
璃
瓦
、
木
刻
の
扉
や
窓
、
暗
渠
式
の
下
水
道
な
ど

を
採
用
し
て
建
て
ら
れ
、
錬
鉄
の
装
飾
手
す
り
や
演

劇
舞
台
の
桟
敷
席
な
ど
西
洋
式
の
手
法
も
取
り
入
れ

て
お
り
、
中
国
と
西
洋
の
様
式
を
一
体
化
さ
せ
た
す

ば
ら
し
い
造
り
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
土
楼
の
建

造
に
は
多
く
の
資
金
が
か
か
る
。

■
土
楼
文
化
の
伝
承
に
は
革
新
が
不
可
欠

永
定
県
共
産
党
委
員
会
の
毛
高
良
書
記
は
、
こ

の
難
題
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
県
の
同
志
た
ち
と
と

も
に
智
恵
を
絞
り
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
て
い

る
。
毛
書
記
ら
は
今
、
次
の
３
つ
の
方
向
か
ら
土
楼

と
土
楼
文
化
を
保
護
し
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。
（
１
）
土
楼
観
光
を
強
力
に
推
進
し
、
発
展

モ
デ
ル
の
大
転
換
を
遂
げ
る
。
（
２
）
土
楼
文
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
公
演
を
企
画
す
る
。
例
え
ば
、
世
界

客
家
大
会
期
間
や
北
京
国
家
大
劇
院
で
公
演
を
行
っ

た
「
土
楼
神
韻
音
楽
会
」
は
お
お
い
に
好
評
を
博
し

た
。
（
３
）
土
楼
文
化
を
海
外
に
向
け
て
積
極
的
に

紹
介
す
る
。
米
国
で
行
わ
れ
た
中
国
文
化
年
に
参
加

し
て
土
楼
建
築
に
関
す
る
展
覧
を
行
い
、
広
く
好
評

を
博
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
台
湾
と
協
力
し
て
客
家

文
化
の
対
歌
（
歌
垣
）
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
双
方
の
客
家
人
の
交
流
を
増
進
し
た
。

現
実
生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
い
か
に
し
て

土
楼
の
空
間
を
革
新
し
、
現
代
生
活
に
必
要
な
条
件

を
高
め
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
土
楼
文
化
を
伝
承
し

て
い
く
か
。
そ
の
任
務
は
重
く
、
実
現
ま
で
の
道
の

り
は
長
い
。

カルチャー

秦
皇
島
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
さ
れ
た
木
の

葉
に
包
ま
れ
た
餃
子
の
よ
う
な
食
べ
物
。
そ
の
食

べ
物
の
ル
ー
ツ 

に
は
、
明
代
に
長
城
の
守
備
に

あ
た
っ
た
あ
る
武
将
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
日
本
の
柏
餅
に
よ
く
似
て
い
た
。

◎
秦
皇
島
名
物
「
ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
」

「
こ
の
あ
た
り
に
は
『
ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
』
と
い

う
食
べ
物
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
」

万
里
の
長
城
の
東
の
端
、
渤
海
に
突
き
出
し

た
老
龍
頭
で
、
現
地
ガ
イ
ド
が
こ
う
言
っ
た
。

ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
？
ビ
ン
は
餅
だ
け
ど
、
ボ
ー
ル
ォ

は
…
…
菠
蘿
（
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）
？
い
ぶ
か
し
く

思
っ
て
い
る
と
、
ガ
イ
ド
は
こ
う
続
け
た
。

「
木
の
葉
で
包
ん
だ
餃
子
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
で
も
小
麦
粉
で
は
な
く
て
、
で
ん
粉
で
作
り

ま
す
。
こ
の
食
べ
物
は
、
明
代
の
武
将
、
戚
継
光

と
関
係
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
」

戚
継
光
な
ら
、
山
海
関
の
長
城
博
物
館
で
、
画

期
的
な
陣
形
を
作
っ
た
武
将
だ
と
い
う
展
示
を
見

た
ば
か
り
だ
。

◎
明
代
の
名
将
、
戚
継
光

戚
継
光
は
明
代
の
武
将
。
嘉
靖
帝
時
代
に
「
戚

福建省漳州市華安県仙都鎮大地村にある二宜

楼は清の乾隆３５年（１７７０年）に建造さ

れた円形土楼。最初に省級文物保護単位（重

要文化財）に指定された円形土楼で、「神州

第一楼」などの別名を持つ　（姜克紅撮影）

柏
餅
そ
っ
く
り
の
秦
皇
島
ご
当
地
グ
ル
メ

 

「
ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
」                 

本
誌
日
本
語
専
門
家　

勝
又
あ
や
子

柏の葉に包まれた餑欏餅
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カルチャー

家
軍
」
を
率
い
て
浙
江
、
福
建
、
広
東
の
沿
海
各

地
で
倭
寇
の
平
定
に
あ
た
り
、
後
に
北
方
の
国
境

地
帯
防
備
を
任
じ
ら
れ
て
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
戦
っ

た
。
長
城
の
修
復
と
増
強
を
行
い
、
そ
の
在
任

中
、
北
方
国
境
地
帯
は
安
定
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

馬
と
歩
兵
と
い
う
伝
統
的
隊
形
に
、
大
砲
を
乗
せ

た
戦
車
を
取
り
入
れ
、
敵
の
違
い
に
合
わ
せ
て
異

な
る
軍
隊
戦
闘
隊
形
を
採
用
、
攻
撃
と
防
御
を
兼

ね
備
え
た
鴛
鴦
陣
（
雌
雄
陣
）
と
い
う
陣
形
を
編

み
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
戚
継
光
が
実
戦

を
も
と
に
し
て
著
し
た
兵
法
書
「
紀
効
新
書
」

は
、
日
本
で
も
愛
読
さ
れ
た
と
い
う
。

倭
寇
退
治
や
北
辺
防
備
に
功
績
が
あ
り
、
し
か

も
兵
法
の
大
家
で
も
あ
っ
た
戚
継
光
。
で
も
、
そ

の
戚
継
光
と
「
ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
」
と
は
ど
う
関
係

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

◎
南
方
出
身
兵
士
の
工
夫
が
生
ん
だ
美
食

ガ
イ
ド
は
続
け
る
。

「
戚
継
光
が
率
い
た
『
戚
家
軍
』
の
主
力
は

江
蘇
・
浙
江
出
身
の
人
々
で
し
た
。
南
方
の
米
文

化
で
育
っ
た
彼
ら
は
、
雑
穀
の
多
い
北
方
の
食
事

に
な
じ
め
ず
、
厳
し
い
国
境
守
備
の
仕
事
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
『
戚
家

軍
』
は
、
雑
穀
の
で
ん
粉
で
作
っ
た
皮
で
三
鮮
餡

を
く
る
み
、
餃
子
の
よ
う
な
形
に
整
え
、
そ
れ
を

木
の
葉
で
く
る
ん
で
蒸
し
た
食
べ
物
を
考
え
出
し

た
の
で
す
。
」

「
南
米
北
麺
」
と
言
う
く
ら
い
で
、
確
か
に
江

蘇
や
浙
江
あ
た
り
と
北
方
中
国
辺
で
は
食
生
活
は

だ
い
ぶ
違
う
。
ボ
ー
ル
ォ
ビ
ン
は
、
南
方
中
国
か

ら
北
辺
防
備
の
た
め
に
借
り
出
さ
れ
た
兵
士
た
ち

が
、
異
な
る
食
文
化
環
境
で
生
き
抜
く
た
め
の
切

実
な
必
要
性
か
ら
生
み
だ
し
た
食
品
で
あ
り
、
ま

た
限
ら
れ
た
食
材
で
ど
う
に
か
故
郷
の
繊
細
な
美

食
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
工
夫
の
賜
物
だ
っ
た
の

だ
。そ

れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
」
な

の
だ
ろ
う
。
山
海
関
を
越
え
れ
ば
そ
こ
は
も
う
東

北
地
方
と
い
う
秦
皇
島
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
自
生

し
て
い
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
の
だ
が
…
…

も
ち
ろ
ん
、
秦
皇
島
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
自
生

し
て
い
な
い
。
「
ボ
ー
ル
ォ
」
は
「
餑
欏
」
と
書

き
、
実
は
柏
を
表
す
方
言
な
の
だ
。
長
城
の
周
辺

に
生
え
て
い
る
の
は
柏
の
木
で
、
餑
欏
餅
は
毎
年

５
月
頃
に
出
る
柏
の
若
葉
を
使
っ
た
食
べ
物
だ
っ

た
の
だ
。

◎
柏
餅
の
ル
ー
ツ
？

餑
欏
が
柏
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
餑
欏
餅

は
柏
餅
？
確
か
に
、
そ
の
外
観
は
ま
さ
に
柏
餅
そ

の
も
の
だ
。
も
し
や
、
日
本
の
柏
餅
の
ル
ー
ツ
は

戚
継
光
が
率
い
た
「
戚
家
軍
」
が
作
り
出
し
た
餑

欏
餅
な
の
か
？
餑
欏
餅
は
そ
の
兵
法
書
「
紀
効
新

書
」
と
と
も
に
、
日
本
へ
と
伝
わ
っ
た
の
か
？

し
か
し
、
実
際
に
食
べ
て
み
る
と
、
餑
欏
餅

と
柏
餅
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
っ
た
。
柏
餅
の

「
餅
」
の
原
料
は
上
新
粉
で
、
す
な
わ
ち
う
る
ち

米
を
加
工
し
た
粉
だ
が
、
餑
欏
餅
の
「
餅
」
は
雑

穀
の
で
ん
粉
か
ら
出
来
て
い
る
。
生
地
は
柏
餅
よ

り
も
か
な
り
薄
く
、
蒸
し
あ
が
る
と
中
身
が
透
け

て
見
え
る
ほ
ど
。
柏
餅
と
い
う
よ
り
は
、
香
港
や

広
東
な
ど
で
食
べ
ら
れ
る
飲
茶
点
心
の
粉
果
の
ほ

う
が
近
い
よ
う
に
思
え
る
。

決
定
的
に
違
う
の
は
、
柏
餅
の
餡
が
小
豆
あ

ん
（
場
所
に
よ
っ
て
は
み
そ
あ
ん
）
な
の
に
対
し

て
、
餑
欏
餅
の
餡
は
三
鮮
餡
（
エ
ビ
・
卵
・
ニ
ラ

な
ど
三
種
類
の
具
を
使
っ
た
餡
）
で
あ
る
こ
と

だ
。
餑
欏
餅
が
柏
餅
の
ル
ー
ツ
だ
と
考
え
る
の
は

ど
う
や
ら
少
し
無
理
が
あ
り
そ
う
だ
。

柏
餅
の
餑
欏
餅
ル
ー
ツ
説
は
さ
て
置
き
、
明

代
に
北
方
辺
境
守
備
の
役
割
を
担
っ
た
南
方
の
兵

士
た
ち
が
作
り
出
し
た
餑
欏
餅
が
、
今
も
秦
皇
島

の
名
物
と
し
て
生
き
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
そ
の

間
、
こ
の
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
件
が
起

こ
っ
た
。
歴
史
を
動
か
し
た
大
事
件
に
か
か
わ
っ

た
人
々
も
、
こ
の
地
で
戚
継
光
ゆ
か
り
の
餑
欏
餅

を
食
べ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
食
べ
る

と
、
い
っ
そ
う
味
わ
い
深
い
。

（
写
真
は
す
べ
て
筆
者
写
す
）
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上海今昔 一日見て歩き

多言語DVDで解説する上海百年の歴史

新視点で歩く上海24時

上海の魅力を60分に凝縮

柏
の
葉
の
中
に
は
で
ん
粉
で
作
っ
た
「
餃
子
」
。

中
身
は
エ
ビ
・
卵
・
ニ
ラ
入
り
の
三
鮮
餡
だ
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